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I NDEX
3  立正大学学園平成27年度決算報告
3  3名の先生に蘊奥賞を授与
6  連載コラム「湛山イズム」第1回

7  イチナナ就職活動の「リアル」
10  留学体験記
15  特集 この夏のおススメ過ごし方

熊本地震お見舞い

このたびの熊本県を震源とする地震にお
きまして、被害に遭われた皆さまにお見
舞い申し上げます。
一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げ
ます。

立正大学

　

日
本
と
ネ
パ
ー
ル
の
国
交
樹
立

の
契
機
と
も
な
っ
た
、
日
本
隊
に

よ
る
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
か
ら
今
年

　

大
船
ル
ミ
ネ
ウ
イ
ン
グ
で
開
催

さ
れ
た
「
鎌
倉
湘
南
産 

う
ま
い
も

ん
大
学
」
に
、
地
域
交
流
カ
フ
ェ

で
60
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
プ

ロ
登
山
家
で
、
本
学
O
B
で
も
あ

る
客
員
教
授
の
竹
内
洋
岳
氏
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
本

学
は
主
催
の
毎
日

新
聞
社
と
結
ん
だ

連
携
協
定
に
基
づ

き
、「
立
正
大
学
・

ネ
パ
ー
ル
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
参

画
。
5
月
6
日
か

ら
3
日
間
開
催
さ

れ
た
『
神
保
町
・

山
岳
ア
ウ
ト
ド

ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

R
U
K
c
a
f
e
を
企
画
運
営
す

る
経
営
学
部
吉
田
健
太
郎
ゼ
ミ

の
学
生
が
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
創
造
・
地
元

住
民
の
満
足
度
の
向
上

の
実
現
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

昨
年
12
月
よ
り
市
場

調
査
、
協
力
者
開
拓
を

進
め
、
決
定
し
た
商
品

コ
ン
セ
プ
ト
は
『
鎌
倉

野
菜
を
も
っ
と
気
軽
に

手
軽
に
！
』。タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
40
代
女
性
に
人
気

の
焼
き
菓
子
に
仕
上
げ

て
、
鎌
倉
野
菜
の
新
た

な
魅
力
を
伝
え
て
地
産

地
消
を
促
し
ま
す
。

バ
ル
』
は
、
立
正
大
生
が
実
施
主

体
と
な
り
、地
元
町
内
会
の
皆
様
、

日
本
在
住
の
ネ
パ
ー
ル
の
皆
様
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
準
備
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

企
画
会
議
、
調
査
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
開
催
と
、
半
年
に
わ
た
り
活

動
を
続
け
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
、
準

備
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
様
々

　

当
日
は
、
神
保
町
交
差
点
に

「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
を
設
営
し

て
、民
族
舞
踊
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

民
族
衣
装
の
試
着
体
験
、
マ
ナ
ス

ル
初
登
頂
の
大
写
真
パ
ネ
ル
前
で

の
記
念
撮
影
、
町
内
13
店
舗
を
巡

る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
同
時
展
開
。

ネ
パ
ー
ル
人
、
地
元
の
人
、
通

り
す
が
り
の
人
、
学
生
た
ち
の
笑

顔
が
入
り
乱
れ
る
交
差
点
は
、
ネ

パ
ー
ル
の
魅
力
と
と
も
に
、
異
文

化
交
流
の
魅
力
と
大
切
さ
を
伝
え

る
群
像
劇
の
よ
う
で
し
た
。
も
の

の
感
じ
方
や
判
断
の
違
い
を
楽
し

む
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
刺
激
的

な
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
日
に
一
橋
講
堂
で
開

催
さ
れ
た
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム「
ザ
・

マ
ナ
ス
ル
・
デ
ー
」
で
は
展
示

ブ
ー
ス
で
本
学
と
ネ
パ
ー
ル
と
の

　

ト
マ
ト
、
ス
イ
ス
チ
ャ
ー
ド
、

玉
ね
ぎ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
鎌
倉
野
菜
農
家
の
山

森
金
雄
様
は
、
偶
然
に
も
本
学
の

卒
業
生
。
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
野
菜
を

学
生
が
自
ら
製
菓
工
場
に
持
ち
込

む
姿
勢
に
「
本
気
度
を
感
じ
た
」

と
言
う
レ
・
ザ
ン
ジ
ュ
の
辻
本
士

主
子
シ
ェ
フ
は
、
学
生
の
「
も
っ

と
野
菜
を
食
べ
て
い
る
感
じ
に
」

と
い
う
思
い
に
精
い
っ
ぱ
い
応
え

て
、
野
菜
の
食
感
と
風
味
を
で
き

　

急
ピ
ッ
チ
の
商
品
開
発
、
運
営

の
打
合
せ
、
野
菜
畑
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製
作
を
経
て

迎
え
た
開
催
日
、
3
0
0
カ
ッ
ト

以
上
準
備
し
た
商
品
は
、
初
日
は

午
後
3
時
、
2
日
目
は
午
後
2
時

に
は
完
売
。
学
生
か
ら
「
鎌
倉
野

菜
の
良
さ
を
も
っ
と
丁
寧
に
説
明

し
た
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
出

る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　

学
生
を
全
面
的
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
ル
ミ
ネ
大
船
店
・
藤
沢
店

な
学
内
団
体
か
ら
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
、
面
白
い
こ

と
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と

に
挑
戦
し
よ
う
と
当
日
ス

タ
ッ
フ
に
応
募
し
た
新
入

生
…
。
50
名
を
超
え
る
学

生
が
、
心
を
一
つ
に
本
番

へ
と
突
き
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

る
限
り
残
し
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

交
流
を
紹
介
し
た
ほ
か
、学
生
は
、

臨
席
さ
れ
た
皇
太
子
殿
下
に
お
茶

を
お
出
し
す
る
貴
重
な
経
験
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
ネ
パ
ー
ル
震
災
復
興
祈
念
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
に
は
、
本
学
O
B
で
日

本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
の
救
助
犬
ト

レ
ー
ナ
ー
、
安
隨
尚
之
さ
ん
が
出

演
。
学
生
も
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
務

め
ま
し
た
。

の
営
業
部
長
・
荒

井
浩
様
は
、「
ブ

ラ
ン
ド
力
の
あ
る

鎌
倉
野
菜
を
農
家

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
提
案
し
て
い
た

こ
と
、
売
場
の
装

飾
や
商
品
展
開
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
商
品
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
群
を
抜
い
て
い

ま
し
た
」
と
立
正

大
生
の
活
動
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「『
君
た
ち
の
力
が
大
人
を
動
か

し
て
い
る
』
と
い
う
荒
井
部
長
の
言

葉
に
勇
気
を
頂
い
た
」「
社
会
で
信

頼
関
係
を
ど
う
築
く
の
か
を
体
感

で
き
た
」
と
話
す
学
生
た
ち
。
吉
田

准
教
授
の
指
導
の
下
、
実
施
、
検

討
を
繰
り
返
し
、
R
U
K
c
a
f
e

を
拠
点
に
鎌
倉
に
根
差
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
続
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
で

成
長
す
る
学
生
た
ち

正
大
学
で
は
、
そ
の
培
っ
て
き
た
歴
史
、
教
育
や
研
究
の
成
果
、
地
域

や
国
際
社
会
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
「
立
正
大
学
な
ら
で
は
」
の
資

源
を
生
か
し
た
5
つ
の
教
育
研
究
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
2
つ
、
立
正
大
学
・
ネ
パ
ー
ル
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

鎌
倉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
「
神
保
町
・
山
岳
ア
ウ
ト
ド
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」「
鎌
倉
湘
南
産 

う
ま
い
も
ん
大
学
」
に
参
加
し
、
地
域
社
会
で
の
挑
戦

と
交
流
を
自
分
自
身
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
た
学
生
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

立

ガヘンドラ・ラジュバンダリ臨時代理大使（写真中央）も神保町交
差点を訪れました

鎌倉野菜のパウンドケーキ。トマト、スイスチャード、玉ねぎ、
インゲン豆の4種類の野菜を使っています

本学OBでもある山森金雄様と、大船ルミネにて

50
名
を
超
え
る
学
生
が
、心
を
一
つ
に
本
番
へ

鎌
倉
野
菜
の
新
た
な
魅
力
を
伝
え
る

立
正
大
生
の
力
が「
大
人
を
動
か
す
」

異
文
化
交
流
の
魅
力
と
大
切
さ
を
伝
え
る

挑戦! 交流! 　  

神
保
町
・
山
岳
ア
ウ
ト
ド
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ネパール交流

プロジェクト

●
5
月
6
日
・
7
日
・
8
日

　  

鎌
倉
湘
南
産 
う
ま
い
も
ん
大
学

鎌 倉

プロジェクト

●
5
月
28
日
、29
日
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材
育
成
の
場
と
し
て
大
学
が
担
う
べ

き
役
割
と
そ
の
使
命
を
自
覚
す
る
こ

と
が
社
会
か
ら
も
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
大
学
教
育
に
お
け

る
改
革
潮
流
を
踏
ま
え
つ
つ
、
立
正

　

大
学
卒
業
者
数
が
同
世
代
の
半

数
以
上
を
占
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
･

ア
ク
セ
ス
時
代
を
迎
え
た
日
本
の
高

等
教
育
。
大
学
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

議
論
の
深
化
と
と
も
に
、
近
年
、
人

大
学
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
本
学
の
主
な
取
り
組
み
を
過

去
20
年
間
の
歩
み
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

教育組織･施設･設備･その他 教育プログラム･教育方法国の施策･中教審答申ほか

学校教育法の改正（平成27年）
［ ガバナンス改革推進 ］

大学設置基準の改正（平成20年）
［ FD→義務化 ］

「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者
選抜の一体的改革について」（平成26年）

大学ポートレート運用開始（平成26年）

「大学改革実行プラン」（平成24年）

「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて」（平成24年）

「大学教育の分野別質保証の
在り方について」（平成22年）

「新たな学士課程教育の構築に向けて」
（平成20年）

「我が国の高等教育の将来像」（平成17年）

「高大接続改革実行プラン」（平成27年）

「新しい時代における教養教育の
在り方について」（平成14年）

「グローバル化時代に求められる
高等教育の在り方について」（平成12年）

大学設置基準の改正（平成11年）
［ 「自己点検・評価」の実施・公表→義務化 ］

学校教育法の改正（平成16年）
「認証評価」施行
［ ７年毎の機関別認証評価の実施→義務化 ］

「21世紀の大学像と今後の
改革方針について」（平成10年）

［ FD→努力義務／課題探求能力の育成 ］

◇教職教育センター設置
◆ラーニングコモンズ（RiLLPort）の整備
◆ベストクラス賞創設

◆ラーニングコモンズ（RiLLFore）の整備

◇研究推進･地域連携センター設置

・蘊奥賞（本賞･褒賞）創設

◇情報メディアセンター設置

◇国際交流センター設置

●地球環境科学部開設

●社会福祉学部開設

●心理学部開設
◇心理臨床センター設置
◇キャリアサポートセンター設置
◇立正大学博物館設置

◆授業支援室設置
◇熊谷キャンパス再開発竣工
　（ アカデミックキューブ･
　  スポーツキューブ･
    メディアフォレスト設置）
・心理学部スカイプ利用英語授業導入
・キャリアナビ導入
・校友会開設
・ポータルサイト導入

◆サイバーキャンパス整備事業採択
・遠隔授業システム導入
◇産学官連携推進センター設置

・RISPOT増設
・経済学部クリッカー導入

◇古書資料館設置
◆ラーニングコモンズ（RiLLCom）の整備
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平成12年
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平成13年
2001年

平成14年
2002年

平成15年
2003年

平成16年
2004年

平成17年
2005年

平成18年
2006年

平成19年
2007年

平成20年
2008年

平成21年
2009年

平成22年
2010年

平成23年
2011年

平成24年
2012年

平成25年
2013年

平成26年
2014年

平成27年
2015年

平成28年
2016年

教育目標の全学的策定
All English Programスタート
半期休学制度導入

「三つの方針」の全学整備

新入生対象「TOEIC Bridge®」開始

GPA導入

日本語プログラム（国際交流センター）開始

図書館司書課程の設置

「モラリスト×エキスパート」を宣言
ティーチングアシスタント（TA）全学導入

「キャリア開発基礎講座（全学共通）」開設

授業改善アンケート開始

「学修の基礎」開設（全学共通）
共通ガイドブック『START学修の基礎』刊行
出席管理システム導入
Web履修登録・Webシラバス
9月卒業制度導入
モラりす塾（人間力育成支援プログラム）開始
大学教育学生支援推進事業採択

e-ポートフォリオ導入
「INFOSS情報倫理」開始

大学教育再生加速プログラム（AP）採択
スチューデントアシスタント（SA）導入
学部間相互履修制度（社会科学系学部）開始

〔Ⅰ〕理事

理 事 長 古河良晧

副理事長 齊藤昇

常任理事 髙橋堯英 池上悟 永田高英

理 事

大場一人 鈴木隆史 中田洋二郎

中井本秀 木村渡 池上幸保

小島敏男 望月兼雄

〔Ⅱ〕監事

篠原智高 長谷川正浩 石橋省三

〔Ⅲ〕評議員

齊藤昇 大場一人 寺尾英智

島村幸一 小野﨑保 宮川満

舟橋哲 清水海隆 川野良信

古屋健 青戸公治 伊東肇

島村雄一 野坂法雄 西岡勇治

三澤金一郎 吉浜邦夫 加茂佳史

黒米聖 高橋由直 黒田幸寿

新渡戸智純 砂川米子 中井本秀

松井大英 渡邉義生 池田順覚

生駒雅幸 風間隨修 田中恵紳

池上幸保 小島敏男 佐藤ゆかり

吉原毅

　

ベ
ス
ト
・
ク
ラ
ス
賞
の
授
賞

式
が
3
月
25
日
に
品
川
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
賞

は
、
教
育
方
法
の
工
夫
ま
た
は

改
善
に
取
り
組
み
、
質
の
高
い

授
業
実
践
が
認
め
ら
れ
た
授
業

科
目
お
よ
び
授
業
担
当
教
員
を

顕
彰
す
る
た
め
に
昨
年
度
よ
り

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
学

部
学
生
が
回
答
す
る
授
業
改
善

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
授
業

科
目
の
う
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
の
結
果
に
お
い
て
、
受
講
者

の
満
足
度
が
高
く
、
特
別
に
高

い
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
授
業

　

5
月
14
日
、
本
年
度
、
専
任

と
な
っ
た
教
職
員
を
対
象
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
本
学
の
建
学
の

精
神
や
教
育
改
革
の
現
状
、
将

来
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組

科
目
を
受
賞
候
補
科
目

と
し
、
専
任
教
員
（
特

任
教
員
を
含
む
）
な
ら

び
に
非
常
勤
講
師
が
担

当
す
る
授
業
科
目
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
考
さ
れ
ま

す
。
今
回
、
受
賞
し
た

教
員
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

【
第
1
期
】 

専
任
教
員

「
自
然
科
学
論
Ⅰ
」
：
溝
口
元

先
生
（
社
会
福
祉
学
部
）

【
第
1
期
】 

非
常
勤
講
師

「
幼
児
・
児
童
心
理
学
」
：
桑

原
千
明
先
生
（
心
理
学
部
）

み
を
理
解
し
、
共
通
認
識
に

立
っ
た
う
え
で
、
教
育
・
研
究

な
ら
び
に
各
部
署
で
の
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
5
月
に
実
施
し
て
い
る
も

の
。
冒
頭
、
古
河
良
晧
理
事
長

よ
り
「
立
正
精
神
と
建
学
の
精

神
」
が
説
か
れ
た
後
、
齊
藤
昇

学
長
に
よ
る
「
新
体
制
下
で
の

大
学
改
革
の
取
組
」「
立
正
大

学
の
教
学
・
研
究
の
取
組
」「
求

め
ら
れ
る
入
試
改
革 

高
大
接

続
の
潮
流
」「
学
園
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
開
校
1
5
0
周
年
に
向

け
て
」
な
ど
、
本
学
の
ホ
ッ
ト

な
話
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
副

【
第
2
期
】 

専
任
教
員

「
生
活
」
：
志
村
聡
子
先
生
（
社

会
福
祉
学
部
）

【
第
2
期
】 

非
常
勤
講
師

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅱ
」：

岩
崎
香
織
先
生
（
社
会
福
祉
学

部
）

学
長
が
関
連
資
料
を
用
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
教
職
員
か
ら
は

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
情
報
で

あ
る
程
度
は
理
解
し
て
い
た

が
、
執
行
部
か
ら
直
接
説
明
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
さ
ら
に

理
解
が
深
ま
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
一
方
、「
私

た
ち
新
任
教
職
員
が
具
体
的
に

ど
う
大
学
に
貢
献
で
き
る
か
の

制
度
や
窓
口
が
わ
か
る
説
明
が

ほ
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
本
学
へ
の
理

解
と
互
い
の
つ
な
が
り
を
深
め

た
参
加
者
が
、
全
学
の
教
育
改

革
を
押
し
進
め
る
新
た
な
力
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

35名が参加した研修会。当日は新任の教職員
からも活発な提案がなされました

溝口先生（写真、右から2人目）からは「教養的科目
であっても、原理的理解の重要性を強調している
うちに共鳴してくれるようになった」、志村先生（同
3人目）からは「授業は、学生と一緒に作り上げたと
いう思いがある。受賞は今後の励みになる」という
コメントを頂きました

平成28年4月1日現在
質
の
高
い
授
業
の
実
践
を
評
価

「
ベ
ス
ト
・
ク
ラ
ス
賞
」
が
決
定
！

全
員
で
学
園
の
方
向
性
に
つ
い
て
共
有

理事・監事・評議員選任一覧盛
況
だ
っ
た
新
任
教
職
員
研
修
会
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りました。これは主に資産売却差額
が 2,549,648千円減額したことな
どによるものです。これに対し事業
活動支出計は14,919,099千円で、
対前年度比 355,633千円、2.3％
の減となりました。これは主として
教育研究経費（修繕費など）が減少
したことによるものです。基本金組
入額は1,307,448千円で、対前年
度比 1,286,142千円、49.6％の減
となりました。

　  事業活動収支計算書について
［（１）表参照］

❶

業活動収支計算書は、当該会
計年度の事業活動収入及び事

業活動支出の内容及び収支の均衡状
態を明らかにし、学校法人の経営状
況が健全であるかどうかを示すもの
で す。 事 業 活 動 収 入 計 は
16,632,515千円で、対前年度比 
2,661,130千円、13.8％の減とな

　当年度収支差額は 405,968千円
の収入超過であり、これに前年度繰
越収支差額 △1,611,819千円を加
算すると翌年度繰越収支差額は △
1,205,851千円となりました。

　  資金収支計算書について
［（２）表参照］

❷

金収支計算書は、当該会計年
度の諸活動に対応するすべて

の収入及び支出の内容並びに支払資
金の収入及び
支出のてん末
を明らかにす
る も の で す。
資金の収入額

立正大学学園 平成27年度決算報告
本学園の平成27年度決算は、理事会、ならびに評議員会において承認可決されました。ここにその概要を説明します。

は 33,740,288千円でこれに前年
度 か ら 繰 越 さ れ た 支 払 資 金 
9,489,059千円（27年４月１日現
在 の 支 払 資 金 残 高 ） を 加 え た 
43,229,347千円が当年度の収入
総額です。ここから人件費支出以下
の 当 年 度 中 に 支 出 さ れ た 額 
30,357,554千円を差し引いた残り 
12,871,793千円が翌年度へ繰越さ
れる支払資金となりました。

　  貸借対照表について
［（3）表参照］

❸

借対照表は、年度末日におけ
る資産、負債、純資産の残高

を示し、学校法人の財政状態を明ら

かにするものです。本学園が所有し
ております資産の総額は、前年度と
比べ 1,482,918千円増加（1.5％増）
し、101,232,851千円となり、これ
に対し負債の総額は、前年度に比べ 
230,497千円減少（2.6％減）し、
8,642,808千円となり、総資産に
対する総負債の割合は8.5％（40％
以下なら健全といわれております）
となりました。総資産から総負債を
引いた 92,590,043千円（対前年
度 1,713,416千円増）が正味財産
となります。基本金は 93,795,894
千円であり、繰越収支差額は △
1,205,851千円となりました。

以　上

事

資

貸

（2） 平成27年度資金収支計算書　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで
        （単位 : 円）

収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,205,420,000 11,186,764,185 18,655,815
手 数 料 収 入 344,598,000 341,019,561 3,578,439
寄 付 金 収 入 112,408,000 117,153,750 △ 4,745,750
補 助 金 収 入 1,513,295,000 1,591,016,624 △ 77,721,624

国 庫 補 助 金 収 入 997,336,000 1,066,469,000 △ 69,133,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 515,459,000 524,047,624 △ 8,588,624
学 術 研 究 振 興 資 金 収 入 500,000 500,000 0

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 1,443,497,000 1,419,533,106 23,963,894
資 産 売 却 収 入 2,814,942,000 8,870,862,000 △ 6,055,920,000
付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入 490,256,000 481,324,431 8,931,569
雑 収 入 456,589,000 502,691,258 △ 46,102,258
借 入 金 等 収 入 1,200,000 600,000 600,000
前 受 金 収 入 3,282,584,000 3,210,876,800 71,707,200
そ の 他 の 収 入 6,572,945,000 9,455,493,413 △ 2,882,548,413
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,370,719,000 △ 3,437,046,935 66,327,935
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 9,489,059,000 9,489,058,752 

収 入 の 部 合 計 34,356,074,000 43,229,346,945 △ 8,873,272,945
支 出 の 部

科        目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 支 出 7,699,975,000 7,705,827,093 △ 5,852,093
教 育 研 究 経 費 支 出 3,925,990,000 3,348,355,916 577,634,084
管 理 経 費 支 出 1,702,080,000 1,597,007,160 105,072,840
借 入 金 等 利 息 支 出 18,814,000 18,814,432 △ 432
借 入 金 等 返 済 支 出 385,692,000 385,892,000 △ 200,000
施 設 関 係 支 出 220,088,000 217,287,237 2,800,763
設 備 関 係 支 出 299,745,000 274,894,992 24,850,008
資 産 運 用 支 出 15,613,531,000 16,767,477,557 △ 1,153,946,557
そ の 他 の 支 出 680,733,000 694,451,946 △ 13,718,946

〔 予 備 費 〕 521,948,000 521,948,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 344,809,000 △ 652,454,134 307,645,134
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,632,287,000 12,871,792,746 △ 9,239,505,746

支 出 の 部 合 計 34,356,074,000 43,229,346,945 △ 8,873,272,945

（3） 貸借対照表　  平成28年3月31日
        （単位 : 円）

資 産 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 資 産 85,697,451,897 86,699,415,298 △ 1,001,963,401
有 形 固 定 資 産 39,774,205,362 41,428,216,605 △ 1,654,011,243

土 地 16,811,968,594 16,662,120,847 149,847,747
建 物 19,145,344,011 20,656,915,559 △ 1,511,571,548
構 築 物 2,091,848,350 2,278,380,486 △ 186,532,136
教 育 研 究 用 機 器 備 品 998,419,381 1,085,375,197 △ 86,955,816
管 理 用 機 器 備 品 44,645,274 51,891,011 △ 7,245,737
図 書 680,774,500 691,300,528 △ 10,526,028
車 両 1,205,252 2,232,977 △ 1,027,725

特 定 資 産 38,096,890,500 32,543,396,500 5,553,494,000
第 2 号基本金引当特定資産 600,000,000 0 600,000,000
第 3 号基本金引当特定資産 10,000,000,000 0 10,000,000,000
第 3 号 基 本 金 引 当 資 産 0 10,000,000,000 △ 10,000,000,000
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 21,790,825,000 20,814,148,000 976,677,000
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 1,701,315,500 1,726,498,500 △ 25,183,000
周年記念事業引当特定預金 4,750,000 2,750,000 2,000,000
馬込校地関係支出引当特定資産 4,000,000,000 0 4,000,000,000

そ の 他 の 固 定 資 産 7,826,356,035 12,727,802,193 △ 4,901,446,158
電 話 加 入 権 11,123,193 11,123,193 0
長 期 貸 付 金 64,363,000 66,192,000 △ 1,829,000
有 価 証 券 7,567,497,000 12,485,427,000 △ 4,917,930,000
差 入 保 証 金 167,170,000 165,060,000 2,110,000
そ の 他 の 固 定 資 産 16,202,842 0 16,202,842

流 動 資 産 15,535,399,010 13,050,517,331 2,484,881,679
現 金 預 金 12,871,792,746 9,489,058,752 3,382,733,994
未 収 入 金 394,666,171 305,768,968 88,897,203
有 価 証 券 2,184,288,704 3,185,259,515 △ 1,000,970,811
修 学 旅 行 費 預 り 資 産 41,216,000 36,920,000 4,296,000
貯 蔵 品 630,373 685,035 △ 54,662
前 払 保 険 料 10,233,373 4,636,073 5,597,300
そ の 他 の 流 動 資 産 32,571,643 28,188,988 4,382,655

資 産 の 部 合 計 101,232,850,907 99,749,932,629 1,482,918,278

負 債 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 負 債 4,212,859,393 4,596,409,465 △ 383,550,072
長 期 借 入 金 771,602,000 1,156,894,000 △ 385,292,000
退 職 給 与 引 当 金 3,389,150,417 3,439,515,465 △ 50,365,048
長 期 未 払 金 52,106,976 0 52,106,976

流 動 負 債 4,429,948,287 4,276,895,565 153,052,722
短 期 借 入 金 385,692,000 385,692,000 0
未 払 金 600,421,803 601,538,578 △ 1,116,775
前 受 金 3,210,876,800 3,048,930,500 161,946,300
預 り 金 161,727,684 146,126,271 15,601,413
修 学 旅 行 費 預 り 金 42,180,000 38,000,000 4,180,000
預 り 保 証 金 29,050,000 56,608,216 △ 27,558,216

負 債 の 部 合 計 8,642,807,680 8,873,305,030 △ 230,497,350
純 資 産 の 部

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
基 本 金 93,795,894,142 92,488,446,192 1,307,447,950
第 1 号 基 本 金 82,127,894,142 81,420,446,192 707,447,950
第 2 号 基 本 金 600,000,000 0 600,000,000
第 3 号 基 本 金 10,000,000,000 10,000,000,000 0
第 4 号 基 本 金 1,068,000,000 1,068,000,000 0

繰越収支差額 △ 1,205,850,915 △ 1,611,818,593 405,967,678
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 1,205,850,915 △ 1,611,818,593 405,967,678
純 資 産 の 部 合 計 92,590,043,227 90,876,627,599 1,713,415,628
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 101,232,850,907 99,749,932,629 1,482,918,278

 3名の先生に
 蘊

う ん

奥
の う

賞
し ょ う

を授与
　日蓮宗から研究奨励金として寄付された
資金ともとに、学術研究もしくは教育活動
を通して、本学の社会評価の高揚に大いに
貢献した方を表彰する蘊奥賞（蘊奥本賞、
蘊奥奨励賞、蘊奥褒賞）。2015年度は時
枝務教授（文学部）、丸山泰弘准教授（法
学部）に蘊奥褒賞、岩崎望教授（地球環境
科学部）に蘊奥奨励賞が授与されました。

5名の先生が名誉教授に
6月20日、2016年度の立正大学名誉教授の授与式が行われました。

新たに名誉教授の称号を授与された5名の先生は次のとおりです。

三友健容先生、矢野光治先生、山口忠利先生、
矢澤圭介先生、内山幸久先生

2014年度、水産庁の小笠原近海宝石サンゴの密漁被害及
び資源量に関する調査を本学と独立行政法人水産総合研
究センターとのジョイントベンチャーにより受託し、中心メン
バーとして貢献しました。また、国立研究開発法人産業技
術総合研究所が受託した南鳥島沖海山でのコバルトリッチ
クラスト調査計画の立案に加わりました。これらの経験を踏
まえて、今後大学院生・学部生を含めた本学での海洋研究
型の教育の普及にも繋がるものと期待されています（岩崎先
生の研究紹介は4面参照）。

地球環境科学部
環境システム学科教授

岩崎 望

「修験道」を宗教考古学の立場から研究しており、2007年
には「日本山岳修験学会賞」、2008年には「山の考古学研
究会賞」を受賞しており、当該分野の研究者として名を挙げ
てきました。また、研究業績として、修験考古学に関するも
のを含めて100本に及ぶ論文を執筆しており、「山岳考古学」

（2011年）、「霊場の考古学」（2014年）など多くの著書を上
梓しています。日本山岳修験学会の理事や日本考古学会の
幹事、文化庁文化審議会第一専門部会委員、大分県立歴
史博物館の山香郷調査委員なども務めています。

文学部史学科教授

時枝 務

「市民のための刑事政策」の観点から刑事罰に依存しない薬
物政策の研究に取り組んでいます。社会活動やマスコミ等へ
の発言のほか、本学着任後の5年間に発表した業績は、単著

「刑事司法における薬物依存治療プログラムの意義～『回復』
をめぐる権利と義務～」（日本評論社2015年3月）をはじめ、
編著書1点、共著書4点、論稿7点、学会報告13回（うち国際
学会での報告は5回）等で、外部研究資金（科研費）も2011
年度から2018年度（代表として2011年度から2013年度、
2015年度から2017年度）と連続して採択されています。

法学部法学科准教授

丸山 泰弘
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（1） 平成27年度事業活動収支計算書　
　  　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

（単位 円）
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,205,420,000 11,186,764,185 18,655,815
手  数  料 344,598,000 341,351,277 3,246,723
寄  付  金 112,408,000 137,598,696 △  25,190,696
経 常 費 等 補 助 金 1,513,295,000 1,591,016,624 △  77,721,624

国 庫 補 助 金 997,336,000 1,066,469,000 △  69,133,000
地方公共団体補助金 515,459,000 524,047,624 △  8,588,624
学 術 研 究 振 興 資 金 500,000 500,000 0

付 随 事 業 収 入 490,256,000 481,324,431 8,931,569
雑 収 入 456,589,000 502,701,998 △  46,112,998
教 育 活 動 収 入 計 14,122,566,000 14,240,757,211 △  118,191,211

事
業
活
動
支
出
の
部

人 件 費 7,661,262,000 7,655,462,045 5,799,955
教 育 研 究 経 費 5,800,895,000 5,238,510,924 562,384,076
管 理 経 費 1,991,786,000 1,887,663,084 104,122,916
徴 収 不 能 額 等 3,293,000 3,292,600 400
教 育 活 動 支 出 計 15,457,236,000 14,784,928,653 672,307,347

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 1,334,670,000 △  544,171,442 △  790,498,558

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息・ 配 当 金 1,443,497,000 1,419,533,106 23,963,894
その他の教育活動外収入 0 0 0
教 育 活 動 外 収 入 計 1,443,497,000 1,419,533,106 23,963,894

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 18,814,000 18,814,432 △  432
その他の教育活動外支出 0 0 0
教 育 活 動 外 支 出 計 18,814,000 18,814,432 △  432

教 育 活 動 外 収 支 差 額 1,424,683,000 1,400,718,674 23,964,326
経 常 収 支 差 額 90,013,000 856,547,232 △  766,534,232

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 1,328,292,000 952,932,000 375,360,000
そ の 他 の 特 別 収 入 34,137,000 19,292,334 14,844,666
特 別 収 入 計 1,362,429,000 972,224,334 390,204,666

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 13,344,000 115,355,938 △  102,011,938
そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0
特 別 支 出 計 13,344,000 115,355,938 △ 102,011,938

特 別 収 支 差 額 1,349,085,000 856,868,396 492,216,604
〔 予 備 費 〕 537,624,000 537,624,000
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 901,474,000 1,713,415,628 △ 811,941,628
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,377,424,000 △ 1,307,447,950 △ 69,976,050
当 年 度 収 支 差 額 △ 475,950,000 405,967,678 △ 881,917,678
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 1,611,819,000 △ 1,611,818,593 △ 407
基 本 金 取 崩 額 0 0 0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 2,087,769,000 △ 1,205,850,915 △ 881,918,085

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 16,928,492,000 16,632,514,651 295,977,349
事 業 活 動 支 出 計 16,027,018,000 14,919,099,023 1,107,918,977
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の
法
師
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し

た
。

　

次
い
で
、
6
月
7
日
に
は
、
中

国
佛
教
教
育
訪
日
視
察
団（
27
人
）

が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。
日
中
友
好

宗
教
者
懇
話
会
副
会
長
を
務
め
る

本
学
園
の
吉
田
文
堯
・
元
理
事
長

も
同
行
さ
れ
、
本
学
の
沿
革
や
学

部
・
大
学
院
の
教
育
・
研
究
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
図
書
館

や
礼
拝
教
室
、
学
部
の
授
業
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
25
日
、
本
学
部
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
中
華
佛

學
研
究
所
（
台
北
市
）
の
創
立
者

で
あ
る
故
・
聖
嚴
法
師
の
事
績
を

調
査
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
本
学
に
来
校
さ
れ
ま
し
た
。
法

師
は
本
学
大
学
院
に
留
学
し
て
文

学
博
士
の
学
位
を
取
得
。
帰
国
後

に
は
本
学
大
学
院
で
仏
教
学
を
研

究
す
る
留
学
生
の
た
め
の
奨
学
金

を
創
設
な
さ
い
ま
し
た
。当
日
は
、

法
師
と
交
流
の
深
か
っ
た
三
友

健
容
名
誉

教
授
、
北

川
前
肇
教

授
、
庵
谷

行
亨
教
授

が
、
翌
日

に
は
桐
谷

征
一
元
大

学
院
講
師

が
留
学
中

　

文
学
部
で
は
英
語
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
１
年
生
の
必
修

科
目
「
基
礎
英
語
」
で
は
、
日
本

語
を
母
語
と
す
る
英
語
教
員
に
よ

る
授
業
で
基
礎
力
を
高
め
、
英
語

を
母
語
と
す
る
英
語
教
員
か
ら
口

頭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
び
ま
す
。
シ
ラ
バ
ス
・
教
材
・

方
針
は
共
通
で
、
学
内
で
作
成
し

た
教
科
書
に
、
今

年
度
は
カ
ラ
ー

写
真
や
イ
ラ
ス

ト
を
多
く
挿
入

す
る
こ
と
で
、

よ
り
親
し
み
易

い
教
科
書
に
改

訂
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、

清
水
寺
を
扱
っ

た
ユ
ニ
ッ
ト
2

で
は
、
清
水
の

舞
台
の
写
真
を
入
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
地
上
か
ら
の
高
さ
が
す
ぐ

に
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

文
学
部
の
友
だ
ち
が
い
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
教
科
書
を
借
り

て
、
中
味
を
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。
英
語
を
読
ん
で
み
よ

う
か
な
と
い
う
気
に
な
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て

学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
学
ん
だ
学
生
た
ち

が
自
信
を
持
っ
て
就
職
活
動
に
臨

み
、
希
望
の
職
に
就
き
、
社
会
で

活
躍
す
る
人
材
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
は
2
0
1
6
年

度
よ
り
、
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
（
H
R
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
）
と
協
力
し
て
、「
論

理
的
思
考
」「
課
題
解
決
」「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
3
つ
の
講

義
か
ら
成
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

養
成
講
座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
に
よ
っ
て
、
学
生
た

ち
は
、
論
理
的
な
思
考
を
ベ
ー
ス

に
、
他
の
人
と
協
力
し
て
課
題
を

解
決
す
る
能
力
、
自
分
の
考
え
を

他
の
人
に
伝
え
る
能
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
就
職

活
動
や
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
役

立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
で
の

勉
強
と
研
究
を
進
め
る
う
え
で
も

基
本
的
な
ス
キ
ル
で
す
。

　

講
座
の
対
象
は
2
年
生
。
す
で

に
、
意
欲
的
な
学
生
た
ち
が
、
現

役
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
下
で
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
協
力
し
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
養
成
講
座
」を
開
設

経済学部

親
し
み
や
す
い
教
科
書
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

学
部
生
の
英
語
力
も
ア
ッ
プ

文学部

台
湾
、中
国
か
ら

仏
教
関
係
者
が
続
々
来
校

仏教学部

略
、
さ
ら
に
は
苦
労
話
や
失
敗
談

な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
教
科
書
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
企
業
経
営
の
実
態
を
知
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
21
日
の
授
業
で
は
、
普
段

と
異
な
り
、
若
手
社
員
お

二
人
を
お
招
き
し
、
業

務
内
容
を
は
じ
め
、
中

小
企
業
で
働
く
良
さ
や

仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
、

若
手
社
員
な
ら
で
は
の

率
直
な
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
学
生

か
ら
は
「
就
職
し
た
き
っ

か
け
は
？
」「
大
変
な
仕

事
な
の
に
な
ぜ
続
け
ら

れ
る
の
で
す
か
」
な
ど
の

活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
、
非
常
に
有
意
義

な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
で
は
、
東
京
中
小
企

業
家
同
友
会
と
協
力
し
て
、
中
小

企
業
経
営
者
に
よ
る
特
別
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で

は
、
毎
回
様
々
な
業
種
、
業
態
の

経
営
者
か
ら
経
営
理
念
や
事
業
戦

学
生
の
や
る
気
を
刺
激
し
た

企
業
の
若
手
社
員
に
よ
る
特
別
講
座

経営学部

教室は意欲あふれる学生で、毎回、満席。前方から埋まってい
きます

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
扱
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
15
で
は
、
肖
像
画
が
使

わ
れ
て
い
る
切
手
の
写
真
を
示
し
、
そ
の
人
気
度
と
顔
写
真
か

ら
、
よ
り
親
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

中国佛教教育訪日視察団は総勢27人。図書
館や礼拝教室、学部の授業を視察されました

自分たちと年齢の近い若手社員の方々から直接話を聞けるとあっ
て、いつも以上に熱心な質問が続きました

来校した調査チームによって、故・聖嚴法師のすば
らしい事績が明らかになっていくものと思われます

岩
崎 

望

地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科 

教
授

　

そ
も
そ
も
私
が
宝
石
サ
ン
ゴ
の

研
究
を
始
め
た
の
は
、
そ
の
歴
史

と
多
彩
な
文
化
に
魅
了
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
正
倉
院
に
は
、
7
5
2

年
の
東
大
寺
の
大
仏
開
眼
会
に
出

席
し
た
聖
武
天
皇
ら
の
冠
を
飾
っ

た
と
さ
れ
る
ベ
ニ
サ
ン
ゴ
の
飾
り

玉
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
中
海
か
ら
伝
来
し
た
も
の

で
す
。
か
つ
て
、宝
石
サ
ン
ゴ
は
、

地
中
海
で
の
み
採
取
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　

地
中
海
産
ベ
ニ
サ
ン
ゴ
は
は
る

か
山
岳
の
地
、
チ
ベ
ッ
ト
に
も
渡

り
、
現
在
に
至
る
ま
で
仏
教
の
用

具
や
薬
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
珊
瑚
漁
が
始
ま
っ
た
の

は
明
治
の
初
め
に
な
っ
て
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
日
本
産
の
宝
石
サ

ン
ゴ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
各
地
に
遺の

こ

さ
れ
て
い
る
宝

石
サ
ン
ゴ
の
産
地
が
分
か
れ
ば
、

宝
石
サ
ン
ゴ
が
た
ど
っ
た
道「
コ
ー

ラ
ル
ロ
ー
ド
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

貴
重
な
文
化
財
を
破
壊
す
る
こ
と

な
く
産
地
を
同
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
手
法
を
研
究
中
で
す
。
海
上

で
の
調
査
だ
け
で
は
な
く
、
分
析

機
器
を
携
え
て
コ
ー
ラ
ル
ロ
ー
ド

を
巡
る
陸
上
で
の
調
査
に
旅
立
つ

こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。　
　

　
「
専
門
は
？
」
と
問
わ
れ
、「
宝

石
サ
ン
ゴ
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
」
と
答
え
る
と
、
珊
瑚
礁
の
海

で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
し
て
い

る
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
の
か
、
う

ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
の
研
究
対
象

は
、
珊
瑚
礁
を
形
成
す
る
造
礁
サ

ン
ゴ
で
は
な
く
、
宝
石
と
し
て
利

用
さ
れ
る
宝
石
サ
ン
ゴ
で
す
。

　

造
礁
サ
ン
ゴ
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
や
ス
キ
ュ
ー
バ
潜
水
で
調
査

可
能
な
、
岸
近
く
の
水
深
0
～
数

十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
宝
石
サ
ン

ゴ
は
水
深
1
0
0
～
3
0
0
メ
ー

ト
ル
の
、
沖
合
の
海
底
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
査
に

は
船
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

時
に
は
船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

研
究
を
始
め
た
こ
ろ
は
漁
師
さ

ん
の
珊
瑚
船
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
分
布
調

査
を
始
め
て
か
ら
は
、

専
ら
水
中
ロ
ボ
ッ
ト

（
R
O
V
）
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
民
間
が
保

有
す
る
唯
一
の
有
人
潜

水
艇
で
あ
っ
た
「
は
く

よ
う
」（
2
0
1
3
年

5
月
に
退
役
）
を
使
用

し
て
の
調
査
も
行
い
ま

し
た
。

　

R
O
V
は
マ
ジ
ッ
ク

ハ
ン
ド
や
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
備
え
て
お
り
、
船
上
で
深
海

生
物
の
観
察
や
大
き
さ
の
測
定
、

試
料
の
採
取
が
可
能
で
す
。
奄
美

近
海
水
深
2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
調

査
で
は
、
ア
カ
サ
ン
ゴ
の
分
布
を

詳
細
に
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き

さ
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大

き
さ
か
ら
年
齢
構
成
を
推
定
す
る

こ
と
で
、
少
な
く
と
も
10
～
20
年

で
、
小
さ
な
ア
カ
サ
ン
ゴ
が
漁
獲

対
象
と
な
る
大
き
さ
ま
で
成
長
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
漁
獲
後
一
定

期
間
休
漁
す
れ
ば
、
持
続
的

な
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

宝
石
サ
ン
ゴ
は
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
な
ど
鉱
物
の
宝
石
と
は

異
な
り
、
再
生
産
可
能
な
宝

石
で
す
。
再
生
産
可
能
な
漁

法
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
宝

石
サ
ン
ゴ
に「
持
続
可
能
性
」

と
い
う
、
時
代
に
即
し
た
新

た
な
価
値
を
加
え
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

「
宝
石
」に「
持
続
可
能
」と
い
う

新
た
な
価
値
を
付
け
加
え
た
い

宝
石
サ
ン
ゴ
が
結
ぶ
東
西
の
道

「
コ
ー
ラ
ル
ロ
ー
ド
」を
明
ら
か
に
し
た
い

宝
石
サ
ン
ゴ
と
人
と
の
関
係
を
解
き
明
か
し
、

新
た
な
関
係
を
創
出
す
る

有人潜水艇「はくよう」の前で。鹿児島近海での調査。「はくよう」は
2013年に引退し、かごしま水族館で余生を過ごしています

学
際
的
国
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
を
ま
と

め
た
『
珊
瑚
の
文
化
誌
』（
東
海
大
学
出
版

会
）。
寺
田
寅
彦
記
念
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

奄美近海における調査。国立科学博物館、イタリア・ジェノ
バ大学の研究者と共に。中央が岩崎先生
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地
球
環
境
科
学
部
の
環
境
シ
ス

テ
ム
学
科
に
お
い
て
3
年
次
に
履

修
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
セ
ミ

ナ
ー
の
基
礎
」
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー

ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行

い
、
専
門
的
な
調
査
方
法
を
学
び

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
セ
ミ
ナ
ー

の
基
礎
P
」
で
は
、
人
工

衛
星
（
宇
宙
）
か
ら
得
ら

れ
た
情
報
と
実
際
（
地
上
）

の
情
報
の
整
合
性
を
確
か

め
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
特
徴
を
持
っ
て

い
る
中
華
人
民
共
和
国
・

上
海
市
に
お
い
て
実
測
情

報
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
終
日
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

租
界
時
代
（
外
国
人
居
留

地
時
代
）
の
建
築
物
が
立

ち
並
ぶ
外
灘
西
側
や
大
繁

ま
ず
、社
会
福
祉
学
科
で
は
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
、
精
神
保
健

福
祉
援
助
実
習
、
特
別
支
援
学
校

教
育
実
習
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

子
ど
も
教
育
福
祉
学
科
で
は
、
保

育
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の
実

習
と
し
て
、
保
育
所
実
習
、
施
設

実
習
が
あ
り
、
幼
稚
園
教
諭
第
1

種
免
許
状
取
得
の
た
め
に
は
幼
稚

園
実
習
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
教
諭
第
1
種
免
許
状
取
得
の

た
め
に
は
小
学
校
教
育
実
習
が
あ

り
ま
す
。
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が

い
ず
れ
か
の
資
格
、
免
許
状
を
取

得
し
、
現
場
で
の
実
習
教
育
を
通

し
て
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人
と

し
て
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
現
場

で
の
実
践
活
動
を
体
験
す
る
こ
と

は
、
実
践
力
を
高
め
、
専
門
性
の

習
得
に
つ
な
が
り
ま
す
。
実
習
を

終
え
る
ご
と
に
、
学
生
の
進
路
も

確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

華
街
の
中
心
に
位
置
す
る
高
大
な

公
園
（
人
民
公
園
）
な
ど
で
行
っ

た
調
査
を
通
じ
て
、
研
究
を
行
う

う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
や
仲

間
同
士
の
団
結
力
な
ど
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
部
で
は
、
多
様
な

実
習
教
育
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

法
学
部
で
は
、
4
月
1
日
に
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
入
生
歓
迎
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
、
法
学
部

O
B
で
も
あ
る
三

遊
亭
神
楽
師
匠
に

よ
る
落
語
、
野
球

部
学
生
の
紹
介
、

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

で
す
。
当
日
は
、

全
員
が
初
対
面
と

い
う
こ
と
で
、
最

初
の
う
ち
は
戸

惑
っ
て
い
た
学
生

も
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
打
ち
解
け
、

楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　

法
学
部
で
は
、

教
職
員
に
よ
る
面

接
調
査
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
入

学
直
後
に
友
人
関
係
を
う
ま
く
築

く
こ
と
が
で
き
ず
に
孤
立
す
る

と
、
そ
の
後
の
学

業
不
振
に
結
び
つ

い
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、

積
極
的
に
友
人
関

係
を
築
い
て
も

ら
お
う
と
、
こ
の

よ
う
な
行
事
を
企

画
し
て
い
る
の
で

す
。

　

今
後
も
、
法
学

部
で
は
、
学
生
が

学
業
に
取
り
組
め

る
環
境
を
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
整
え
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

2
0
0
2

年
4
月
に
開

設
さ
れ
た
心

理
学
部
が
、

今
年
度
15
周

年
を
迎
え
ま

し
た
。
立
正

大
学
で
最
も

新
し
い
学
部

で
あ
る
心
理

学
部
で
す
が
、

こ
の
15
年
間
で
、
卒
業
生
総
数
も

2
8
6
4
名
を
数
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
、
こ
こ
ろ
を
通
じ

て「
人
」や「
社
会
」に
寄
り
添
い
、

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
心
理
学
部
で
は
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
心
理
学
部
同
窓
会

と
と
も
に
、
在
籍
す
る
学
生
や
教

員
と
、
卒
業
生
や
元
教
員
を
つ
な

ぐ
た
め
の
15
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
11
月
5
日
に
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し
て
、
元
心

理
学
部
教
員
に
よ
る
講
演
会
と
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
、
11
月
12
日
に
は

在
学
生
と
卒
業
生
の
親
睦
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
心
理
学
部
在
学

生
と
心
理
学
部
卒
業
生
、
心
理
学

部
教
員
で
こ
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に
し

て
、
創
立
15
周
年
を
祝
い
ま
し
ょ

う
。

創
立
15
周
年
を
迎
え
る
心
理
学
部

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

心理学部

中
国
・
上
海
市
に
お
い
て

「
セ
ミ
ナ
ー
の
基
礎
P
」が
調
査
を
実
施

地球環境
科学部

充
実
し
た
実
習
教
育
を
通
し
て

大
き
く
成
長
し
て
い
く
学
生
た
ち

社会福祉
学部

積
極
的
に
友
人
関
係
を
築
こ
う

新
入
生
歓
迎
会
を
実
施

法学部

当
日
は
新
入
生
と
野
球
部
員
と
の

交
流
も
深
ま
り
ま
し
た

現
職
の
幼
稚
園
教
諭
に
よ
る
実
技
指
導
の
よ
う

す
（「
幼
稚
園
実
習
2
の
研
究
」の
授
業
風
景
）

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
参
加
し
た

学
生
は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

毎年恒例の公開講座は10月に「15周年記念事
業 心理学部公開講座」として開催を予定してい
ます。こちらは一般の方もご参加いただけます。
奮ってご参加ください

践
的
に
学
べ
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。私
た
ち
は
、「
米
つ
く
り
隊
！
」

「
は
た
け
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

グ
ル
ー
プ
を
ゼ
ミ
内
に
つ
く
り
、

前
者
は
さ
い
た
ま
市
の
水
田
農

家
、
後
者
は
東
久
留
米
市
の
畑
作

農
家
で
の
作
業
に
参
加
し
て
い
ま

経
済
学
部
経
済
学
科 

教
授

　

私
た
ち
は
、物
腰
が
柔
ら
か
く
、

優
し
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
北
原

先
生
の
指
導
の
下
、「
里
山
資
本

主
義
論
」
や
「
田
園
回
帰
現
象
」

な
ど
地
域
経
済
の
新
た
な
動
き
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
自
慢
の
一
つ
目
は
、「
実

杉田大和（経済学部経済学科３年）茨城県立土浦第三高等学校出身

農業や地域の視点から経済を学び、
これからの未来を実践的に考える

農
作
業
を
通
じ
て
実
践
的
に
学
ぶ

他
大
学
の
学
生
や
社
会
人
と
の
交
流
も

北
原
克か

つ

宣の
ぶ

ゼ
ミ

ときに優しく、ときに厳しい北原先生。おかげでゼミの雰
囲気はとても良く、活発に活動しています

ゼミ内のグループ「はたけっこクラブ」は東久留米市の畑作農家での作業に参加しています。前列左
から2人目が農家の篠宮さん（今年5月の活動の様子）

ゼ
ミ
内
イ
ベ
ン
ト
に
も
学
び
を

「
豊
か
さ
」と
は
何
か
を
問
い
直
す

品
な
ど
を
お
か
ず
と
し
て
持
ち
寄

り
ま
す
が
、毎
年
の
一
番
人
気
は
、

何
と
言
っ
て
も
茨
城
県
出
身
の
先

輩
（
現
4
年
生
）
の
実
家
で
採
れ

た
白
菜
の
浅
漬
け
で
す
。

　

白
菜
の
浅
漬
け
と
ご
飯
。
至
っ

て
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
こ
れ
が
実

に
う
ま
い
！ 

大
量
に
用
意
し
た

浅
漬
け
が
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
に

お
い
し
い
白
菜
と
ご
飯
が
食
べ
ら

れ
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
本
当
の
豊

か
さ
な
の
だ
と
、
少
し
わ
か
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。

　

農
業
や
地
域
の
視
点
か
ら
経
済

を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
実

践
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
す
。

農
業
の
現
場
に
触
れ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
組
織
運
営
の
進
め
方
や
い

ろ
い
ろ
な
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
や
っ
て
現
場
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
び
、
少
し
ず
つ
で
す

が
、「
実
践
的
に
考
え
る
」
と
い

う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。

　

第
二
に
、
座
学
で
は
「
豊
か

さ
を
問
い
直
す
」
を
テ
ー
マ
に

勉
強
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
の

ゼ
ミ
で
は
、
工
業
化
さ
れ
た
農

業
の
問
題
点
に
つ
い
て
書
か
れ
た

『
フ
ァ
ー
マ
ゲ
ド
ン
』（
Ｐ
・
リ
ン

ベ
リ
ー
、
Ｉ
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ト

著
、
野
中
香
方
子
訳
）
と
い
う
本

を
テ
キ
ス
ト
に
取
り
上
げ
、
み
ん

な
で
議
論
し
な
が
ら
読
み
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
農
産
物
の
輸
出

国
に
お
い
て
効
率
的
生
産
を
可
能

に
す
る
工
場
型
農
業
が
成
立
し
た

結
果
、
環
境
問
題
が
発
生
し
、
食

品
の
安
全
性
を
疑
い
た
く
な
る
よ

う
な
事
態
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
の

豊
か
さ
と
は
何
か
、
あ
ら

た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
の
自
慢

は
、
ゼ
ミ
内
イ
ベ
ン
ト
に

も
学
び
を
取
り
入
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
こ
数
年
、

12
月
の
恒
例
行
事
に
な
っ

て
い
る
「
米
を
味
わ
う
会
」

は
、
先
述
し
た
「
米
つ
く

り
隊
！
」
の
活
動
で
収
穫

し
た
お
米
を
試
食
す
る
集

ま
り
で
す
。
こ
の
会
で
は
、

ゼ
ミ
生
の
出
身
地
の
特
産

す
。
い
ず
れ
も
N
P
O
法
人
「
農

の
未
来
ネ
ッ
ト
」
を
通
じ
て
の
活

動
で
、
武
蔵
大
学
や
立
教
大
学
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

関
係
者
に
よ
る
定
期
的
な
会

議
も
年
3
～
4
回
開
か
れ
、
活

動
内
容
の
確
認
や
今
後
の
方
針
な

ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
ゼ
ミ
生
は

ゼミでは、『ファーマゲドン』をテキストに、みんなで議論し
ながら読み進めています
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新
入
生
諸
君
に
と
っ
て
は
、

も
う
“
五
月
病
”
を
克
服
し
た

頃
だ
ろ
う
か
。あ
る
い
は
、ま
っ

た
く
無
縁
と
い
う
頼
も
し
い
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
も
存
し
て
少
な

か
ら
ず
、
と
信
じ
た
い
。

　

さ
て
、
本
学
の
中
興
の
祖
と

も
い
う
べ
き
石
橋
湛
山
（
第
16

代
学
長
）
が
、
こ
ん
な
一
文
を

残
し
て
い
る
。

--------------------------

　

日
々
闘
い
を
強
い
ら
れ
る
社

会
人
に
と
っ
て
、
何
と
恵
ま
れ

て
い
る
の
か
と
羨
む
の
が
大
学

生
だ
。
な
ぜ
な
ら
大
学
生
は
、

よ
ほ
ど
の
失
敗
で
な
け
れ
ば

「
ま
あ
ま
あ
」
と
甘
や
か
さ
れ

る
か
ら
だ
。
し
か
し
「（
学
生

諸
君
の
）
甘
さ
に
は
、
い
つ
で

も
夢
が
伴
っ
て
い
る
。
夢
に
は

未
来
が
あ
る
。
現
代
の
日
本
人

に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
未
来

を
作
り
出
す
夢
で
は
あ
る
ま
い

か
。
…
…
諸
君
の
、
未
だ
現
実

に
汚
れ
ぬ
構
想
力
は
、
地
球
を

超
え
て
宇
宙
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
世
界
像
を
、
想
う
が
ま
ま
組

立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

諸
君
の
末
来
は
、
文
字
通
り
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
の
だ
」（「
青
年
よ 

夢
を
も
て
」『
石
橋
湛
山
全
集
』

第
14
巻
所
収
）。

--------------------------

　

湛
山
の
言
う
「
甘
さ
」
と
は
、

「
自
由
を
謳
歌
す
る
甘
さ
」
と

も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
自
由

に
基
づ
く
選
択
は
常
に
自
己
責

任
を
伴
う
。
そ
れ
を
自
覚
し
て

行
動
す
る
こ
と
が
社
会
人
へ
の

第
一
歩
と
な
る
し
、
ま
た
、
発

想
の
自
由
、
思
想
の
自
由
、
行

動
の
自
由
を
謳
歌
す
る
こ
と
こ

そ
、
学
生
の
特
権
で
あ
る
こ
と

を
知
る
べ
き
だ
。
こ
れ
が
、
湛

山
が
新
入
生
諸
君
に
託
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。

　

毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
た

創
立
記
念
祭
を
、
戦
後
は
秋
に

「
立
正
祭
」
と
し
て
大
々
的
に

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
立
正
大
学
新
聞
第
15
号
」（
１

９
５
０
年
11
月
10
日
発
行
）
に

は
、「
創
立
47
周
年
記
念
、
第
４

回
立
正
祭
の
３
日
に
亘
る
日
程

を
終
え
て
～
」
と
の
記
事
も
あ

り
、
当
時
の
様
子
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
９
６
２（
昭
和
37
）年
に
い
っ

た
ん
「
橘
祭
」
と
い
う
名
称
が

用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、現
在
の「
橘

花
祭
」
と
な
っ
た

の
は
１
９
６
６（
昭

和
41
）
年
の
こ
と
。

当
時
は
昼
夜
２
部

制
で
し
た
が
、
Ⅱ

部
（
夜
間
部
）
学

生
が
本
格
的
に
参

加
す
る
の
も
こ
の

年
か
ら
で
す
。
一

方
、
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
１
９

当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

創
刊
号
か
ら
12
号
ま
で
を
1

冊
に
合
冊
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
自
治
に
よ
っ
て
企
画
・

運
営
さ
れ
る
大
学
祭
。
品
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
橘
花
祭
は
昨
年
で
第

10
回
（
通
算
50
回
）、
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
星
霜
祭
も
第
28
回
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
前
身
は
、
１
９
４
７
（
昭

和
22
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
立
正
祭
」
で
す
。
当
時
の

大
学
や
学
生
生
活
の
様
子
を
著

し
た
『
立
正
大
生
活
』（
野
村
耀

昌
編
、
１
９
５
３
年
）
に
よ
れ
ば
、

「
終
戦
後
、
昭
和
21
年
に
は
自
治

会
が
設
立
さ
れ
、
学
生
の
組
織

が
復
活
し
た
。
24
年
に
待
望
の

『
大
学
新
聞
』
も
復
刊
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
気
が
あ
っ
て
、史
学
科
で
は
、

日
本
で
最
初
の
『
日
本
仏
教

史
』
全
10
巻
で
文
化
功
労
者
と

な
っ
た
辻
善
之
助
博
士
、
帝
銀

事
件
で
筆
跡
鑑
定
人
を
務
め
た

伊
木
寿
一
先
生
等
の
教
授
陣
が

そ
ろ
っ
て
い
た
。全
学
的
に
は
、

広
島
の
福
山
藩
、
の
ち
上
州
の

桐
生
藩
主
の
系
譜
を
ひ
き
、
貴

族
院
議
員
を
務
め
、
霞
会
関
係

者
の
旧
貴
族
が
刊
行
す
る
史
・

資
料
監
修
者
で
あ
っ
た
水
野
勝

邦
経
済
学
部
教
授
、
英
国
籍
で

仏
教
に
詳
し
い
英
会
話
の
ブ
リ

ン
ク
リ
ー
先
生
、
世
界
で
初
め

て
英
和
活
用
大
辞
典
を
研
究
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
勝
俣
詮
吉
郎

先
生
の
名
が
上
が
る
。
書
き
切

れ
な
い
の
で
筆
を
置
く
が
、
読

者
は
往
時
に
活
躍
さ
れ
た
優
れ

た
先
生
方
の
姿
を
思
い
描
か
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
『
点
石
斎
画
報
』

は
清
朝
末
期
の
新

聞
『
申
報
』
の
副
刊

で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

商
人
ア
ー
ネ
ス
ト
・

メ
イ
ジ
ャ
ー
に
よ
っ

て
1
8
8
4
年
か
ら

1
8
9
6
年
に
か
け

て
刊
行
さ
れ
、
当
時

の
ニ
ュ
ー
ス
を
絵
入

り
で
伝
え
ま
し
た
。

掲
載
画
像
は
清
仏

戦
争
に
お
け
る
北
寧

（
現
ベ
ト
ナ
ム
の
バ

ク
ニ
ン
）の
会
戦（
1
8
8
4

年
3
月
）
を
描
い
た
も
の
で

す
。
本
書
は
、
本
学
で
長
く

講
師
を
務
め
た
木
内
柔じ

ゅ
う

克こ
く

の

旧
蔵
書
で
、
1
9
3
0
年
に

柔
克
の
息
子
、
啓
に
よ
っ
て

学
会
・
日
本
国
際
地

図
学
会
共
催
に
よ
り

「
古
地
図
・
絵
図
＝
田

中
啓
爾
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
世
界
」
が
立
正

大
学
熊
谷
図
書
館
特

別
展
と
し
て
開
催
さ

れ
、
枢
要
な
画
図
や

出
品
目
録
を
紹
介
す

る
書
冊
が
刊
行
さ
れ

た
。
ま
た
、
品
川
歴

史
館
で
も
展
示
会
が

催
さ
れ
た
。
昔
、
立

命
館
大
学
学
長
か
ら
「
三
省
堂

よ
り
出
版
し
た
小
辞
典
の
表
紙

に
、
田
中
文
庫
の
写
真
を
使

　

ひ
と
頃
ま
で
、
す
べ
て
の
地

図
の
監
修
者
は
田
中
啓
爾
先
生

で
あ
っ
た
。
先
生
は
そ
れ
ら
の

印
税
を
自
分
の
た
め
に
使
わ
ず

に
、
古
書
展
が
あ
る
と
駆
け
つ

け
、
会
場
が
開
か
れ
る
と
同
時

に
駆
け
出
し
て
、
目
的
の
本
に

触
れ
て
購
入
さ
れ
た
の
だ
と
い

う
。
そ
う
し
て
集
め
た
地
図
類

や
稀
覯
書
を
立
正
大
学
退
職
時

に
す
べ
て
立
正
大
学
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
書
籍
は

現
在
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図

書
館
に
「
田
中
啓
爾
文
庫
」
と

し
て
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
、
立
正
大
学
地
理

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

第 9 回

新入生諸君へ
湛山が託すメッセージ

７
５
（
昭
和
50
）
年
に
第
１
回

熊
谷
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
開
校
１
２
０

周
年
記
念
事
業
「
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
再
開
発
工
事
」
の
関
係
も

あ
り
、
Ⅱ
部
学
生
の
自
治
会
が

橘
花
祭
を
単
独
で
継
続
、
Ⅰ
部

学
生
は
実
行
委
員
会
を
結
成
し

て
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
星
霜
祭

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
０
５
（
平
成

17
）
年
の
Ⅱ
部
自
治
会
解
散
に

伴
い
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
と
な
り

ま
し
た
。
大
学
祭
と
し
て
の
伝

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
言

わ
れ
た
。
写
真
は
国
会
図
書
館

蔵
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
は
立

正
大
学
図
書
館
蔵

の「
長
崎
の
出
島
」

の
画
を
撮
影
し
た

も
の
と
の
こ
と
で

あ
る
。前
記
の『
古

地
図
・
絵
図
』
の

書
冊
を
通
じ
て
、

往
時
の
先
生
を
思

い
起
こ
す
。

　

田
中
啓
爾
先
生

は
明
治
18
年
、
東

京
新
宿
で
出
生
。

大
正
12
年
、
東
京

高
等
師
範
学
校
教

授
、
東
京
理
科
大

学
助
教
授
・
教
授

を
経
て
、
昭
和
22

年
に
退
職
。
同
時

に
立
正
大
学
教
授

に
赴
任
さ
れ
、
昭
和
40
年
ま
で

多
く
の
俊
秀
を
育
成
さ
れ
た
。

　

立
正
大
学
の
地
理
・
歴
史
は

立
正
生
の
祭
典  

―
橘き

っ

か花
祭さ

い

・星せ

い

霜そ

う

祭さ

い

―

第7回

史
料
収
集
と
整
理
に
奮
闘
中

　

皆
さ
ん
は
大
学
史
料
編
纂

課
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

同
課
は
、
２
０
１
4
年
に
大

学
史
料
編
纂
室
と
同
時
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
業
務

と
し
て
は
、
２
０
２
2
年
に

迎
え
る
開
校
１
５
０
周
年
に

向
け
て
の
大
学
史
の
編
纂
の

ほ
か
、
貴
重
な
立
正
大
学
関

係
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整

理
・
保
存
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
史
料
編
纂
課
で
は
現

在
、
史
料
収
集
と
整
理
に
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
専
門
員
と

呼
ば
れ
る
方
が
一
つ
ひ
と
つ

の
史
料
を
丁
寧
に
扱
い
、
写

真
を
撮
影
し
、
史
料
の
特
徴

を
記
録
し
た
う
え
で
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
登
録
す
る
と
い
う

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

扱
う
史
料
は
昔
の
会
議
資

料
か
ら
最
近
の
立
正
大
学

グ
ッ
ズ
ま
で
と
幅
広
く
、
数

に
し
て
数
万
点
に
上
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
大
学
に
収
集

さ
れ
て
い
な
い
立
正
大
学
の

史
料
が
あ
る
と
き
は
、
撮
影

機
材
な
ど
を
担
い
で
全
国
各

地
を
飛
び
回
る
な
ど
、
専
門

員
の
方
た
ち
は
ハ
ー
ド
な
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示
で
歴
史
の
紹
介
も

　

立
正
大
学
関
係
史
料
の
調

査
・
収
集
・
整
理
・
保
存
だ

け
で
な
く
、
入
学
式
や
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
立

正
大
学
の
歴
史
を
記
し
た
パ

ネ
ル
を
展
示
す
る
の
も
重
要

な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
４
月

に
行
わ
れ
た
入
学
式
で
も
、

大
学
創
立
当
時
の
写
真
の
前

で
、
多
く
の
新
入
生
と
ご
家

族
が
足
を
止
め
て
い
ま
し

た
。「
た
く
さ
ん
の
人
に
立

正
大
学
の
歴
史
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
職
員
の
方
は
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

　

立
正
大
学
が
あ
る
限
り
、

多
く
の
史
料
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
れ
を
整
理
・
保
存
す

る
た
め
に
も
、
大
学
史
料
編

纂
課
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
存
在
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
私
た
ち
学

生
と
の
接
点
が
少
な
い
部
署

で
す
が
、
大
学
の
歴
史
を
知

り
た
い
と
き
は
、
第
2
の
図

書
館
と
も
い
え
る
大
学
史
料

編
纂
課
へ
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



高
橋
　
舞

文
学
部
社
会
学
科
3
年

　
菅
沼
直
樹

文
学
部
社
会
学
科
1
年

貴重な史料を一つひとつ丁寧に調べ、保存します
写真撮影：新井正雄心理学部臨床心理学科3年・
現代写真研究部

写真はいずれも昭和43年度の橘花祭より

統
性
を
重
ん
じ
て
、
橘
花
祭
は

そ
の
名
称
に
通
算
表
記
を
施
し

て
い
ま
す
。

　

第
１
回
橘
花
祭
の
開
催
に
あ

た
り
、
石
橋
湛
山
学
長
は
「
大

学
は
、
研
究
と
教
育
と
交
友
の

場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
橘
花
祭

は
、
交
友
の
場
で
あ
る
と
共
に
、

平
常
の
研
究
の
一
斑
を
展
示
し

て
、
成
果
を
問
う
機
会
で
も
あ

る
」
と
い
う
言
葉
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
思
い
出
に
残
る

充
実
し
た
大
学
祭
の
開
催
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

事務局の仕事を学生記者が密着取材!!

事務局
紹介

立正大学の「今」と
「昔」をつなぐ場所

大学史料編纂課
（品川キャンパス：4号館1階）

「田中啓爾文庫」と特別展
〜往時に活躍された先生方を偲ぶ〜

昭和40年度の講義「秦野巡検」での田中啓爾先生

立正大学熊谷図書館特
別展「古地図・絵図＝田
中啓爾コレクションの
世界」のガイドブック

増田　弘（法学部特任教授）

清
朝
末
期
の
絵
入
り
新
聞

点て
ん

石せ
き

斎さ
い

画が

報ほ
う

甲
集
第
1
～
12
号
　
合
1
冊

上
海
　
申
報
館
申
昌
書
画
室

光
緒
10
年（
1
8
8
4
）4
～
7
月
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キ ャ リ ア カ ウ ン セ ラ ー から一言

就職が社会人としてのスタートであるならば、他者の痛みを理解し自分がされたくない
ことは他者にもしない、という心構えが大切です。誠意を欠いた対応は、いつか自分に還っ
てきますよ。

キ ャ リ ア カ ウ ン セ ラ ー から一言

インターンシップはあくまで就業体験ですが、企業はその機会を通じて働く姿勢や意欲、
自社との親和性なども見るようになってきています。これから実習に臨むみなさんは、
この点を意識しておくと有意義な実習になりますよ。

　4年生向けの採用選考活動が行われている最中、3年生を対象とした就職ガイダンスが両キャンパスでスタートしました。就
職ガイダンスは品川キャンパスで全5回、熊谷キャンパスで全6回行われ、就職活動の基本となる事項をお伝えしていきます。
なお、第1回となる今回は参加者全員に就活必携テキスト「CAREER COMPASS」とワークシートを配布しました。当日ご参
加頂けなかった方には、キャリアサポートセンターでお渡しします。

　全国13会場でキャリサポから就活の「いま」をお話しします。
　みなさまのご参加を心よりお待ちしています。

品川キャンパスでの1コマ 品川会場（6月5日実施分）

PICK UP!

3年生対象就職ガイダンス 両キャンパスでスタート! 保護者懇談会、いよいよスタート。
今年もやります、就職講座!

　4年生の就職活動がいよいよ本格化しています。みなさんがこの号を手にされる頃には企業・団体からの内定
出しが、最初のピークを終えているでしょう。
　株式会社リクルートキャリアの研究機関である就職みらい研究所がリクナビを利用している学生モニターを対
象に行った調査によりますと、5月1日時点での就職内定率は24.6％と前年同月に比べて3.9ポイント上昇して
います。もちろんこれは就職に対する意識が強く、活発に動いている層が母集団と考えられますので、一般的な
就職活動層と単純比較することはできません。また、そうした母集団においても75％程度の学生が未だ内定を
得られていない状況とも言えます。
　就職活動は、現在どのような状況にあるのか。ここでは日々面談に訪れる学生との会話から、就活の実像に迫っ
てみたいと思います。

 スタート？   それとも大詰め？

個別面談から見えてくる
イチナナ  就職活動の「リアル」

キャリアサポートセンターから
就職・進路の「いま」を
お伝えします。

キャリアサポートセンター  責任編集

　採用選考が長期化し就職環境が好転
している現在、複数の企業から内定をも
らう学生は少なくありません。中には複
数企業からの内定を保持したまま、就
職活動を続けている学生も見られます。
自分にとって魅力的で、少しでも条件の
よい企業に就職したい、という気持ちは
わかるのですが、いくつ内定を保持して
いても自分の身体は一つだけ。内定が

複数になった段階で比較検討を行い、
内定先は常に1社に絞っておきましょう。
　内定は法的見解から「条件付き労働
契約の成立」に当たるとされ、企業は
簡単に内定を取り消せない一方で、学
生は特段の制限を受けることなく内定
を辞退することができます。ただし関
連法規に定められている通り、退社に
は一定のルールがあり、内定の辞退も

これに準じます。入社直前に内定を辞
退したことから企業との訴訟に発展し、
学生が敗訴した事例もあります。仮に
ルールに則っていたとしても、企業は
自社の未来を担うべき人材を選び、内
定を出していますから、辞退者が出れ
ばどんな採用担当者や企業でもダメー
ジを受けますし、人事計画そのものに
影響を与えるケースもあります。

　採用選考が進んでいるこの時
期、学生相談は悲喜こもごもの
様相となります。
　次が最終面接、という希望に
満ちた相談がある一方で、選考

がうまくいかない学生の相談も増えてきます。
　選考がうまくいっていない学生の多くは、ここまで数多の選考で
失敗を重ねお祈りを繰り返され、梅雨空に蒸され夏の陽射しに照り
付けられてきています。また、これまで生きてきた中でこれほど肯
定感を得られないこともなかったでしょうから、精神的にも肉体的
にも苦しい状況にあるといえます。
　こうした状況を改善するためには、適度な休養を取ることが効果
的です。キャリアカウンセリングを通じて、学内連携を含めた適切
な支援を受けることができますので、有効に活用しましょう。もち
ろん、休養期間がズルズルと伸びないよう切り替えることも重要で
すよ。
　気持ちを切り替えたら何が原因で就職活動がうまくいっていない
のか、キャリアカウンセリングを活用し冷静に振り返ってみましょ
う。大半の場合、自己分析や業界・企業研究、筆記対策のいずれか
が不十分であることに原因がありますから、自分の現状と正面から
向き合い、不十分さを認め、改善に取り組むことでほとんどの事例
は解消します。焦る気持ちがあっても、現状を解消しない限りまた
同じ連鎖を繰り返すことになりますから、根気強くていねいに取り
組みましょう。「急がば回れ」ですよ。
　就職活動は自分自身の未来に向けたスタートラインを決める作業
です。
　キャリサポはさまざまなプログラムを通じて、みなさんの就職活
動を支援しています。
　ぜひ積極的に活用して、希望の進路を実現させてください。

キャリサポは

こう見ていますキャリサポは

こう見ています

品川キャリアサポート課長
草川 文博

          「内定の辞退って、いつでもできるんですよね」

2017年3月卒業者

　学生と話していて出てくるキーワー
ドとして、面接の回数の少なさが挙げ
られます。
　「集団面接1回で内定が出た」「いきな
り役員面接があって、内定が出た」「筆
記受けてないんですよ」などという声
を、今年度はよく耳にします。
　業界・企業によっては深刻な人材難
に見舞われており、採用選考のハード
ルを下げてでも人材を確保したい、と
いう状況での苦肉の策ともいえますが、
採用選考は入社後必要となるスキルや

適性を判断することを目的としていま
す。人材難でハードルを下げた、とい
う側面があるにせよ、働くのに必要な
選考過程を経ずに入社させてしまうこ
とは、企業にとっても学生にとってもミ
スマッチを招く大きな要因となります。
また、選考過程が単純であるというこ
とは、あまり多くのスキルや適性、判断
を必要としない働き方である可能性も
あります。新卒での就職は「社会人と
してどのようなキャリアを積み重ねて
いくか」という、重要なスタートライン

となります。目前の採用選考を早く終
わらせたい気持ちは理解できますが、
企業選択には5年後・10年後の自分が
どのように働いているか、という視点も
大切です。
　また、特定層の学生については、選
考を一部簡略化する企業も見受けられ
ます。これはインターンシップや企業
説明会などに参加した学生を対象に、
すでに確認できている要素については
重複して選考を行わず、内定までのス
ピードを早める狙いがあります。

          「面接1回で内定が出たんですよ」ケース １

ケース 2
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橘 会

平成２８年度立正大学橘会 保護者懇談会
◆7月3日(日)静岡市：CSA貸会議室・貸ホー
ル 山口駅前ビル　◆7月10日(日)岡山市：
TKP岡山カンファレンスセンター　◆8月6
日(土)さいたま市：ホテルラフレさいたま◆8
月28日(日)神戸市：チサンホテル神戸　◆9
月3日(土)高松市：リーガホテルゼスト高松　
◆9月11日(日)千葉市：ホテルニューオータ
ニ幕張　◆9月24日(土)新潟市：万代シル
バーホテル　◆10月1日(土)横浜市：コンベ
ンションルームAP横浜駅西口　◆10月9日
(日)山形市：山形国際ホテル　◆10月16日
(日)那覇市：ホテル日航那覇グランドキャッ
スル　◆11月13日(日)熊谷市：立正大学熊
谷キャンパス
問 校友課☎03-3493-6673

同窓会

同窓会群馬県支部総会
◆7月2日(土)16時～20時
◆高崎市：ホテルメトロポリタン高崎
問 事務局長：根岸衣美子氏☎0270-62-
6233

同窓会神奈川県支部女子部会企画
◆7月9日(土)11時30分～15時
◆横浜市：パレド・バルブ
◆日蓮聖人御一代記第6回 (講談)
問 事務局：福岡順子氏☎0467-75-0804

同窓会栃木県支部総会
◆7月30日(土)15時～17時
◆宇都宮市：宇都宮東武ホテルグランデ
問 事務局長：齋藤順昭氏☎028-622-3140

四国地域における「立正大学同窓生の集い」
◆9月3日(土)香川県高松市：リーガホテルゼ
スト高松
◆13時30分～15時30分懇親会
＊同日に立正大学橘会保護者懇談会を開催

同窓会新潟県支部総会
◆9月10日(土)12時～19時30分
◆柏崎市：ザ・ホテルシーポート
◆柏崎刈羽原子力発電所を見学します。

◆9月15日(木)10時～18時
96A、961、962、963教室
9月16日(金)10時～18時
95A、951、952、953教室
4年生対象学内選考会～個別面接対策～
◆9月21日(水)10時～18時
931、932、933教室
4年生対象学内合同企業説明会
◆9月23日(金)13時～16時30分
9号館

第2回就職ガイダンス～求人の探し方＆エン
トリーの方法
◆9月27日(火)4時限 
9月30日(金)3時限、5時限
石橋湛山記念講堂

基礎学力講座ガイダンス
◆9月28日(水)3・4時限　963教室

筆記対策道場ガイダンス
◆9月29日(木)4・5時限　963教室

　問 品川キャリアサポート課
　☎03-3492-6697

就職関連ガイダンス・イベント (熊谷)
学内合同説明 (4年生)
◆7月8日(金)13時～15時　1号館3階

就職ガイダンス (4年生)一般企業向け
◆7月11日(月)2時限　1101教室

学内合同説明会 (3,4年生)
◆7月11日(月)13時～15時　1号館3階

クールビズファッション講座 (3年生)
◆7月11日(月)5時限
1号館3階 

第3回就職ガイダンス (社会福祉学部)
◆7月21日(木)5時限
2101教室

U・Iターンガイダンス
◆10月12日(水)5時限
2101教室

第３回就職ガイダンス (地球環境科学部)
◆10月5日(水)5時限
2101教室

　問 熊谷キャリアサポート課
　☎048-536-6016

◆7月1日(金)5時限
7月5日(火)4時限 
431教室
自己分析ワーク2
◆7月8日(金)5時限
7月12日(火)4時限
7月15日(金)5時限
431教室
夏休み直前SP～夏休みの過ごし方～
◆7月19日(火)4時限
7月22日(金)5時限
431教室

マインドリセットセミナー＆非公開求人紹介
イベント
◆7月20日(水)13時～16時　962教室

筆記対策道場
◆7月6日(水)3・4時限
7月7日(木)4・5時限
7月13日(水)3・4時限
7月14日(木)4・5時限
7月20日(水)3・4時限
7月21日(木)4・5時限　963教室

公務員採用試験対策講座ガイダンス(4年生) 
◆7月5日(火)5時限
7月8日(金)5時限
963教室

東京新卒応援ハローワークによる「就職相談
コーナー」
◆7月6日(水)、7月13日(水)、7月20日
(水)、7月27日(水)、8月3日(水)、8月10日
(水)、8月17日(水)、8月24日(水)、8月31日
(水)、9月7日(水)、9月14日(水)、9月21日
(水) 、9月28日(水)
12時30分～16時30分(全日共通)
品川キャリアサポート課内

《学内合同企業説明会》
4年生対象
◆7月6日(水)13時～16時30分 
443・444・445教室
4年生対象学内選考会～事前ガイダンス
◆8月29日(月)2・3時限
932教室
4年生対象学内選考会～1Day研修～
◆9月8日(木)10時～18時
961、962、963教室
4年生対象学内選考会～企業紹介～
◆9月12日(月)10時～18時
962教室
4年生対象学内選考会～集団面接会～

問 事務局長：吉田存祐氏☎0257-21-6197

文学部同窓会 日本文化散策行事
◆9月10日(土)10時～15時
◆東京メトロ東西線「竹橋駅」1ａ出口地上
集合
◆皇居の旧江戸城史跡巡り旧街道を起点に日
本橋まで。
問 会長：西岡勇治氏☎03-3733-5241
＊詳細は校友会ホームページとfacebookに
てご案内いたします。

立正大学文学部地理学科昭和46年卒業同
窓会
◆10月6日(木)18時～
◆福岡市：セントラルホテル・フクオカ
問 幹事：江藤俊章氏 (S46地理卒)
☎070-5692-4966・092-531-4966

入試関連

夏のオープンキャンパス
◆7月24日(日)、8月20日(土)、21日(日)
10時～16時　品川
問 品川入試課☎03-3492-6649
◆8月７(日)、27日(土)10時～16時　熊谷
問 熊谷入試課☎048-536-6036

秋のオープンキャンパス
◆9月11日(日)、10月30日(日)
10時～16時　品川
問 品川入試課☎03-3492-6649
◆9月11日(日)、11月5日(土)
10時～16時　熊谷
問 熊谷入試課☎048-536-6036

イベント

リオ五輪・ラグビー部女子出場選手壮行会
◆7月21日(木)12時～12時40分
品川キャンパス学生広場
問 広報課☎03-3492-5250

お会式唱題行脚 出発式
◆10月12日(水)15時50分～16時10分
品川キャンパス中庭 (多宝塔前)
問 仏教学部事務室☎03-3492-8528

　本学は水産庁の「小笠原諸島周辺海域宝石サンゴ緊急対策事業」に共同研究機
関の一員として参加し、地球環境科学部岩崎望教授（※）を中心に約一ヶ月にわ
たり海上調査・分析を担いました。
　小笠原村ビジターセンター（父島）において開催した展示事業「深海の宝箱－
宝石サンゴ展」では、その調査・分析結果および宝石サンゴの生態や利用の歴史
を紹介し、小笠原村の住民や観光客、日本海洋学会より高い評価を得ました。　
　同展示を本学博物館にて以下の通り開催いたします。
　※岩崎望教授に関する記事は、4面へ

　「日本のケインズ」と称され、第55代内閣総理大臣となった石橋湛山は、1952年から16年間、本学
の学長を務めました。
　言論人、経済人、政治家、そして教育者として、いかなる立場にあっても自由主義者、民主主義者、
平和主義者として信念をつらぬき、戦前戦後の狂瀾怒濤の時代にあっても、良識とリアルな眼と不
撓不屈の精神をもって日本のあるべき姿を発信し続けました。
　その考え方、生き方ついて理解を深めるとともに、ワークショップや湛山の足跡を辿ることで湛
山のメッセージとしての「建学の精神」、その根底にある「立正精神」を体感、体得していきます。

博物館・企画展
「深海の宝箱－宝石サンゴ展」

【特別展期間】10月1日（土）～ 29日（土）
【展 示 内 容】
・宝石サンゴに関する研究成果
・  平成26年度水産庁補正予算事業「小笠原諸島周辺海域宝石サンゴ緊急対策事業」の成果

および調査方法
・小笠原における宝石サンゴの歴史および宝石サンゴの文化史紹介

◆「モラりす湛山塾」ガイダンス
　  応募方法は、ガイダンスで説明します。下記のいずれかの１回にご参加ください。
　  【品川キャンパス】　7/7(木)　12:15 ～12:40　・7/13(水)　12:15 ～12:40
　  　　　　　　　　  りるぽーと　インタラクティブポート（A6号館地下1階）
　  【熊谷キャンパス】　7/8(金)　11:40 ～12:05　12:15 ～12:40　
　  　　　　　　　　 RiLLFore　りるふぉれ（アカデミックキューブ1階）

【場　　　所】立正大学博物館（熊谷キャンパス）
【開　館　日】月・水・木・金・土曜日
【開 館 時 間】10時～16時
◆お問合せ　博物館　☎048-536-6150

◆「モラりす湛山塾」実施予定
　 【日　　程】　9月12日(月)・13日(火)・15日(木)・16日(金)　計4日間
　 【講　　師】　増田弘特任教授（法学部）
　 【内　　容】　9月12日(月)　品川キャンパス
　　　　　　　　　　　　  　 講義　石橋湛山の思想、業績　他
　　　　　　     9月13日(火)　品川キャンパス
　　　　　　　　　　　　  　 グループワーク
　　　　　　　　　　　　 　     「もし、石橋湛山だったら」石橋湛山が実際に直面した問題について、どのよう

な解決策を採用するのかを考える
   　   　 ディベート
   　   　 論理的、実際的かつ共感できる議論の方法を学ぶ
 　　　  　  9月15日(木)　山梨(甲府・身延山)　一泊二日　1日目
   　   　 石橋湛山の背景に触れる　甲府一高・石橋湛山ミュージアム　他　(身延山泊)
 　　　  　  9月16日(金)　山梨(身延山)　一泊二日　2日目
   　   　 石橋湛山の背景に触れる　 勤行体験、講話、墓参、寺内見学、博物館見学　他
　  　　　　　　　　　　　　　　　※内容は変更になる場合があります。
　 【募集定員】　15名
◆お問合せ　広報課（品川キャンパス8号館2階）　☎03-3492-5250

モラりす湛山塾
～石橋湛山のメッセージを体感しよう～  参加学生募集
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第２期追加履修登録期間
◆9月29日(木)～10月1日(土)
問 学事課、各学部事務室

履修科目通知表配布
◆10月5日(水)～
問 各学部事務室

休日授業日
◆10月10日(月・祝)

建学の日 (宗祖涅槃会・授業日)
◆10月13日(木)

学 部

法学部ゼミナール対抗球技大会
◆9月23日(金)10時～17時
大田区大森スポーツセンター
問 法学部事務室☎03-3492-3183

学術・学会

和歌文学会
◆7月16日(土)9時～17時　
品川キャンパス11号館　1161教室、1162教室
問 渡邉准教授 (文学部文学科)

立正大学哲学会春夏大会
◆7月18日(月・祝)14時～17時30分　
品川キャンパス11号館　1152教室
問 木村講師 (文学部哲学科)

日本環境共生学会
◆9月17日(土)～18日(日)　
品川キャンパス　5号館
問 藤岡教授 (経済学部)

立正大学英文学会
◆9月24日(土)14時～17時
問 白井教授 (文学部文学科)

日本仏教社会福祉学会 50周年記念大会
◆10月1日(土)～2日(日)9時20分～18時　
石橋湛山記念講堂、11号館
問 清水教授 (社会福祉学部)

日本ホワイトヘッド・プロセス学会

国際交流

海外渡航安全講習会
◆7月11日(月)11時～12時　
熊谷キャンパスA305教室
◆7月11日(月)16時～17時　
品川キャンパス962教室

第４回TOEFL ITPテスト受験申請受付・
実施日
◆受付：7月19日(火)～26日(火)
実施日：９月23日(金)
品川キャンパス513教室

春期海外研修応募者受付
◆10月11日(火)～26日(水)　国際交流課窓口

　問 品川国際交流課 03-3492-0377
　　 熊谷国際交流課 048-536-6011

地域連携・
研究支援　

デリバリーカレッジ高崎市第１日目
◆7月2日(土)14時～16時
デリバリーカレッジ高崎市第２日目  
◆7月9日(土)14時～16時  
デリバリーカレッジ高崎市第３日目
◆7月16日(土)14時～16時
高崎市中央公民館
問 研究推進・地域連携課 (熊谷)
☎048-536-6019

 キャリア・
就活サポート

就職関連ガイダンス・イベント (品川)
士業・公務員業界セミナー (法学部生対象)
◆7月2日(土)13時～16時　4号館
問 法学部事務室☎03-3492-3183

TOEIC講座ガイダンス
◆7月4日(月)12時15分～12時45分　
963教室

《キャリアアワー》
自己分析ワーク1

学 事

授業改善アンケート実施期間
◆7月4日(月)～7月16日(土)
問 自己点検・評価室

第１期補講日  
◆7月23日(土)

第１期授業終了
◆7月27日(水)

第１期終了科目・中間試験期間 
◆7月28日(木)～8月4日(木)
問 学事課

夏期休暇
◆8月5日(金)～9月23日(金)

第1期終了科目・中間試験 追試験
◆8月19日(金)、8月22日(月)
8月23日(火)　
問 学事課

9月卒業予定者発表
◆9月8日(木)10時30分～
問 学事課、各学部事務室

成績通知表配付
◆9月8日(木)10時30分～
問 各学部事務室

第1期科目 成績調査受付期間
◆9月8日(木)～14日(水)
問 学事課

第2期追加事前登録科目申請期間 (予定)
◆9月16日(金)～20日(火)12時
問 学事課、各学部事務室

第2期追加事前登録科目結果発表 (予定)
◆9月21日(水)
問 各学部事務室

大学卒業式 (9月卒業)
◆9月23日(金)
問 総務課、各学部事務室

第２期授業開始
◆9月24日(土)

◆10月8日(土)～９日(日)　
品川キャンパス11号館　
1161、1162、1163、1164、1165教室
問 板橋教授 (文学部哲学科)

講演会・セミナー

平成28年度春季オープンカレッジ
◆7月2日(土)12時50分～14時20分
乳幼児期のコミュニケーション－豊かなこと
ばの背景にあるもの－ (社会福祉学部　岡本
依子准教授)
◆7月9日(土)12時50分～14時20分
宝石サンゴの利用をめぐる諸問題－生物学の立
場から考える (地球環境科学部　岩崎望教授)
◆7月16日(土)12時50分～14時20分
立正大学博物館の所蔵品について(文学部　
池上悟教授)
熊谷キャンパスA10１教室
問 研究推進・地域連携課 (熊谷)
☎048-536-6019

図書館

少人数対応オンデマンド講習会 りるさぽ
(オープン端末編)
◆繁忙期を除く月～金曜日　10時～18時
品川キャンパス6号館2階 (RiLLCom G)

前期講習会【データベース講習会】
「LEX/DBインターネット」
「JapanKnowledge Lib」
◆7月4日(月)～15日(金)　各回60分
品川キャンパス6号館2階 (RiLLCom I)
詳細は図書館HPにてお知らせします。

貴重書展「ようこそオープンキャンパス
へ!」
◆7月12日(火)～25日(月)
8月20日(土)～25日(木)
9月6日(火)～12日(月)
品川キャンパス11号館1階　展示コーナー

ライブラリーマガジン『立正本遊』6巻2
号発行
◆10月1日(土)

　問 品川学術情報課　03-3492-6615

心理学部15周年記念 高校生向け公開講座
『こころの不思議を体験しよう！』

参加者募集中
2016年東日本大震災復興応援ボランティアツアー in 福島

【日　　時】　９月１１日（日）　14：00 ～ 15：40
【会　　場】　品川キャンパス （詳細は当選者へ後日ご連絡します）
【対  象  者】　高校生40名（申込者多数の場合、抽選）

【実施内容】　参加者を２クラスに分け，ローテーションで実施します

【申込方法】　事前申込制。詳細は7月上旬頃、心理学部ホームページ上でご案内予定です。
◆お問合せ　心理学部事務室　☎03-3492-6196

【日　時】　8月26日（金）～ 30日（火）熊谷キャンパス集合・解散
【行き先】　福島県双葉郡広野町、南相馬市、宮城県松島町
【内　容】　福島県でのボランティア活動、視察等
【参加費】　20,000円
◆お問い合わせ・お申し込み
　ボランティア活動推進センター（熊谷キャンパス17号館1階）
　TEL：048-539-1386

文学部・仏教学部・心理学部
秋の公開講座のお知らせ

●文学部公開講座（品川区共催）
「没後400年　ウィリアムス・シェイクスピアの世界（仮）」
【日　　時】   9月28日（水）、10月5日（水）、10月12日（水）、
　　  　　10月19日（水）10月26日（水）※
　　　　　18時30分～ 20時30分（全5回・各回共通）
　　　 　　 ※最終日は日程が変更することがあります。

【会　　場】品川キャンパス　石橋湛山記念講堂
【申込期間】8月21日（日）～ 9月14日（水）
詳細は8月下旬に本学ホームページ・品川区情報等に掲載予定です。
※参加対象16歳以上・入場料無料・要事前申込
◆お問合せ　文学部事務室　☎03-3492-8791

●心理学部公開講座（品川区共催）
「魅かれあうこころの不思議－愛と愛でないもの－」
◆第1回　10月14日（金）18時30分～ 20時
　「愛の軌跡とその逸脱」
　①「愛を育むこころ－男女関係の進展に伴う心理と行動の変化－」（川名好裕心理学部教授）
　②「愛を巡る事件簿①－夫婦間暴力の予防と対策－」（米田弘枝心理学部教授）
◆第2回　10月21日（金）18時30分～ 20時
　「愛情表現の光と陰」
　①「愛を紡ぐこころ－円滑な男女関係のためのコミュニケーション法－」
　　　（大坊郁夫　東京未来大学教授）
　②「愛を巡る事件簿②－あなたの知らない間にストーカー！その対策と予防－」
　　　（桐生正幸　東洋大学社会学部教授）

【会　　場】品川キャンパス1152教室
【申込方法】9月上旬より
詳細は8月頃に本学ホームページ、品川区情報等に掲載予定です。
◆お問合せ　心理学部事務室　☎03-3492-6196

●仏教学部公開講座
「未来を照らす仏教の叡智」
【日　時】10月13日（木）13時30分～16時
【会　場】品川キャンパス　石橋湛山記念講堂
【内　容】第1部 日蓮聖人御会式法要
　　　　 第2部 祖師信仰とお会式（講演者：北村行遠文学部教授）
　　　　 第3部 「東京鹿踊」「鬼剣舞」と解説
※入場料無料・定員500名（事前申込不要）
◆お問合せ　仏教学部事務室　☎03-3492-8528
　　　　　　E-mail：bst@ris.ac.jp

　東日本大震災から5年が経過した被災地を訪れ、自分の目で見て感じて、自分にできることは
何だろうかと考えてみませんか。

Ａクラス Ｂクラス
14:00～14:15 (15分) 学部長挨拶，全体説明，クラス分け，教室移動

14:15～14:45 (30分) 【心理検査を体験しよう】
担当：江口めぐみ （心理学部助教）

【心理学実験を体験しよう】
担当：笠置遊 （心理学部専任講師）

14:45～14:55 (10分) 休憩

14:55～15:25 (30分) 【心理学実験を体験しよう】
担当：笠置遊

【心理検査を体験しよう】
担当：江口めぐみ

15:25～15:40 (15分) 閉会の挨拶，アンケート実施，解散

 POINT
 ・広野町の復興プロジェクトを応援
 ・3.11のままの富岡町を視察
 ・農家民泊で郷土料理作り
 ・宮城県沿岸部を視察

【昨年の参加者の声】
　原発事故の結果、ゴーストタウン化してしまった街を見て、私は何も言葉が
出ませんでした。しかし、悲観することなく、明るい未来のために頑張ってい
る方々も多くいました。この機会に、皆さんも実際に福島に行ってみませんか。
現地を見て、現地の人の思いを感じてもらいたいです。

農家に民泊。貴重な体験となりました
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なぜ伸びているのか」という話題から、日本
の食育に注目しました。都内にある保育園を
例に取り、日本の食育は昔から続いている一
方で、問題点として現代の日本でも貧困はあ
り、その対策として「子ども食堂」が近年増
加しているという話をしていました。この授
業では、留学生が理解しやすいように興味や
関心があることをテーマに取り上げているそ
うです。当日も留学生たちは食文化について
より深く話し合いを行っていました。
　このように留学生が受講している授業は、
身近な題材を扱っていますが、受講する側の
立場や考え方などによって新たな気づきを得
られると感じました。本学で学ぶ留学生たち
をキャンパス内で見かけたら、積極的に話し
かけてみてください。いつもと違った、すて
きな発見があるかもしれません。

高橋 舞 文学部社会学科3年

　入学当初からの目標の一つ、
英語が話せるようになることを目
指して、ニュージーランド・オタ
ゴ大学への留学を決意したもの
の、「ネイティブの発音が聞き取
れず、しかも自分の発音では相
手に通じない」という悲惨な状
態から留学生活は始まりました。
まさに、教科書による学びと現
地での実践との違いを肌で感じ
た瞬間でした。
　しかし、ホストファミリーとの
時間を大切にし、週末も共に過
ごして交流を深めたことは、自ら
の英語力向上に大変役立ったと思います。も
ちろん、大学での学びも大切です。授業はディ
ベートが中心で、環境問題など難しいテーマ
にも取り組みました。また、世界各国（フラ
ンス、ドイツ、台湾、中国、韓国、タイ、サウ
ジアラビア）のさまざまなクラスメートとの

　本学の日本語プログラム留学生は、日本語
と日本文化を学ぶためにさまざまな授業を受
けています。漢字の書き取りやリスニングと
いった基礎知識の修得はもちろんですが、実
際に日本文化に触れるということも授業では
重要視しています。
　取材日（5月26日）に行われた「日本の外
遊び」と題した授業では、私たちにはおなじみ
の「だるまさんがころんだ」を体験していまし
た。本来であれば教科書の説明のみで終わる
ところですが、実際に遊びを体験することで、
留学生たちは「はじめの一歩」のような言葉の
意味を理解するとともに、母国の外遊びとの違
いなどを肌で感じることができたようでした。
　また、別の授業では「日本人の平均身長は

　現在、熊谷キャンパスでは3カ国（ベトナム、
韓国、オーストラリア）から来日した11名の
留学生が日本語や日本文化を学んでいます。
5月8日には、その留学生全員が埼玉県寄居町
で行われた寄居北條祭りに参加しました。
　このお祭りは1590年に行われた小田原征
伐の戦いの様子を再現したもので、参加者は
武者になりきり、市街地を凱旋していきます。
留学生たちが扮したのは「国際隊」。大きな声
で「国際隊！」と名乗りを上げながら、１時間
ほど市街地を練り歩きました。当日は甲冑な
どを貸してもらい、全員で武者に変身。留学
生たちは、「武者姿になることは、とても新鮮
でワクワクしましたが、一方で、当日は気温が

非常に高く、必
死に暑さに耐え
ていました」と
振り返ります。
また、戦で用い
るほら貝を実際
に吹くなど、貴
重な体験をする
ことができまし
た。
　今年の寄居北
條祭りには約500人の地域住民が参加しまし
たが、留学生たちはその人数の多さや参加者
層が老若男女と幅広いことに驚いた様子です。
なかでもベトナムからの留学生は、「ベトナム
では、このような伝統行事にはあまり興味を
抱かない人がほとんどです。特に、若い人た
ちはこうしたお祭りに関心を示す人が少ない
ので、日本のように積極的に参加する人たち
を見ると、驚きと感動を覚えます」と話して
いました。

高橋 舞 文学部社会学科3年

授業では実際に「だ
るまさんがころん
だ」を体験しました

「日本語プログラム」の授業風景。留学生たちの真剣な
表情が印象的です

1982年東京都生まれ。2005年、立正大学社会福祉学部社会福祉学科卒業。災害救援ボランティア推進委員会主
任、一般社団法人防災教育普及協会事務局長、第3回国連防災世界会議防災教育日本連絡会事務局次長等を兼務。
被災地支援活動の他、都内大学での災害ボランティア講座講師や、東京都の防災教育関係委員会の委員を務める。

●宮﨑 賢哉（みやざき けんや）さん

学生時代のボランティア活動が原点

　1995年に起きた阪神・淡路大震災に大き
な衝撃を感じた宮﨑さんは、幼少期にはボー
イスカウト、学生時代にはさまざまなボラン

ティア活動を行うなど、現在まで多くの災害
救援活動に携わってきました。本学の社会福
祉学部に入学したのは、「社会福祉に関するこ
とをきちんと勉強したい」という強い思いか
ら。在学中は臓器移植や医療福祉について学
び、SL(セーフティーリーダー )の資格を習得
して、災害ボランティアサークルを設立。「設
立当初は災害や防災に対する社会全体、学生
の意識は低く、つらい時期もありました。しか
し、すぐに評価や理解をしてもらおうとは思
いませんでした」と宮﨑さん。
　ボランティア活動中に、被災された方々の
悲痛な声を聞き、「防災への意識を高めていく
仕事に就こう」と決意したそうです。『自分が
必要だと思うことを自分のペースで続けるこ
と』を信条とし、己の道を歩んでいきました。

自分を信じて
最後までやり抜くことが大切
　現在は、都内大学での災害救援ボランティ

防災教育コンサルタント・社会福祉士

社会福祉学部社会福祉学科卒業宮﨑 賢哉さん

被災者の悲痛な声を胸に
「防災」の重要性を訴える

「立正大学で学んだり、ボランティア活動で得たりし
たことが、現在の仕事の礎になっています」と語る
宮﨑賢哉さん

寄居北條祭りに参加した「国際隊」一同

甲冑をまとった留学生。どこか
ら見ても立派なサムライです

ア講座や小・中学校などでの防災教育を担当
し、学生や生徒、教職員、地域の方々に「ア
クティブ・ラーニング」を用いて災害救援や
防災について教えています。ほかにも社会の
防災力向上のために、幅広い活動を行ってい
ます。
　後輩の学生には、「〝自分がこれから何をし
たいのか〟は、誰も教えてくれません。『やり
たいこと』は自分で見つけ、大切にしてくだ
さい。そして、自分を信じて最後までやり抜
いてください。あきらめずに続け、積み重ね
ていけば、必ず実を結びます」と力強いエー
ルをくださいました。
　最後に、『防災対策としてすべきことは何か』
という質問には、「携帯トイレや水などの備蓄
はもちろん、大切な人との時間を大事にして
ください。自分が被災すると思っている人は
少ないでしょう。しかし、日常は災害と常に隣

り合わせなのです。いざという時に後悔をし
ないように、『当たり前の大切さ』を噛みしめ
て生活してほしいと思います」というメッセー
ジをいただきました。

星 美槻 文学部文学科日本語日本文学専攻コース3年

＜留学体験記＞
小堺 健さん 文学部文学科 英語英米文学専攻コース4年
 オタゴ大学・2015年8月～2016年2月

あっという間に過ぎた半年間
留学経験を糧に今後も英語学習を

日本語プログラム
身近なテーマを通して
日本の文化を学ぶ留学生たち

日本語プログラム留学生が武者姿に!!
寄居北條祭りに参加

旅行や食事会なども、私にとって新鮮でした。
　振り返れば、あっという間の半年でしたが、
残念ながら、「英語を流暢に話せるようになる」
という当初の一番の目標を達成できたとは言
えません。しかし、この経験が今後の英語学
習の糧になったことは間違いないでしょう。帰
国後も英語力を維持し、高めるために、ネイ
ティブの先生と英語で話す機会を設けるよう
にしています。語学習得に膨大な時間はつき
ものです。卒業後は大学院へ進学し、英語学
習をさらに深めていきたいと思います。　
　今回の留学を経験し、「自分の意見を持ち、
それを他者と共有することの大切さ、その難
しさ、また、日々の生活を有益なものにする
ためには何事においても主体的でなければな
らない」ということを学びました。

ホームステイ先の家族との交流が英語力アップにつな
がりました

青い海と白い雲、そして豊かな緑。ダニーデンのお気に入りの場所
に立つ小堺さん。オタゴ大学のあるダニーデンはニュージーランド南
島に所在し、学園都市としての機能を持っています

小中学校での防災教育、国際的なイベントの実施、
都立公園の運営管理や社会福祉士としての活動な
ど、宮﨑さんの仕事は多岐にわたります

国際交流国際交流
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　試合終了のホイッスルを聞いた瞬間から、
まずは部員126名中、インターハイ登録メ
ンバー 17名を争う戦いが始まります。立ち
止まること、後戻りすることは許されない、
自分の成長とチームのレベルアップのみを
目指す部員同士の戦いの日々の先に、「全国
で勝つ」という栄光が待っています。さら
に進化した姿を広島県で開催される「2016
情熱疾走 中国総体」で見せられるように、
部員全員で本気の日々を過ごしたいと思い
ます。

松 江地区野球大会の決勝で安来高校を
7 ー 3で撃破。

　夏の全国高校野球（島根県予選）に向けて、
死角なし。
　部員一同、4年ぶりの全国大会出場を目指
します。応援よろしくお願いします。

今 年度より中国５県のライフル射撃部
が中国高等学校体育連盟に正式加盟

することになり、6月12日に第1回「中国高
校ライフル射撃競技選手権大会」が“広島県
つつがライフル射撃場”で開催されました。
　本校からは18名の部員が出場し、団体戦
で準優勝に輝くとともに、個人戦では優勝
者のほか、８名の入賞者を出すことができ
ました。１年生にとっては初めての試合で
緊張した様子でしたが、練習の成果をしっ
かりと出し、試合終了後は清々しさを感じ
ました。また、２・３年生部員は経験を積
んでの大会となり、リラックスした雰囲気

4年ぶりの甲子園出場を目指して、闘志満々の野球部員たち
好球必打！ 日頃の練習の成果を発揮して積
極的にプレーする立正大淞南の選手

第1回「中国高校ライフル射撃競技選手権大会」
個人戦・優勝 、
団体戦・準優勝 に輝く

夏の大会に向けて死角なし
4年ぶりの甲子園出場を目指す

平成28年全国高校総体島根県大会
9年連続11度目の 優勝 を達成

平 成28年全国高校総体「2016情熱疾
走 中国総体」への出場権をかけた島

根県予選決勝が６月４日に行われました。立
正大淞南応援団の嵐のような大声援が会場
を支配するなか、キックオフ。それに後押し
されるかのように、わがイレブンは立ち上が
りからハイプレッシャーと球際の強さ、攻守
の切り替えの速さで相手を圧倒しました。
　相手の運動量が落ちてきた後半12分、右
サイドからのクロスにエースナンバー 17を
背負う梅木翼君（３年）が頭で合わせ、待望
の先制点を奪取。活動量で勝る立正大淞南
は、ここからさらに猛攻を仕掛けます。17
分には左CKを西谷泰賀君（３年）が頭で押
し込み追加点を上げ、試合を決定づけまし
た。終わってみればシュート数15対２と圧
倒し、２－０で明誠高校に勝利、９年連続
11回目のインターハイ出場を決めました。

ライフル射撃部

野球部

サッカー部

攻撃的な姿勢を緩めず、終始試合をコントロール
し、相手を圧倒し続けた立正大淞南の選手たち

この勝利は全国制覇への第一歩。応援団の期待に応
えるためにも、さらなる進化を目指します

高校時代の充実した寮生活や
先生方に対するあこがれから
母校で教鞭を執る道を選ぶ

勉
強
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
る
授
業
を

　また、高校時代、先生方の姿や
言葉を通して、「姿勢を正して生きる」
ことを学びました。何事にも全力で
取り組んでいるか、見て見ぬふりを
していないか、一人の人間として自
分はどうであるのか。これは生徒で
あった当時、問われていただけでな
く、教師となった今、さらに問い続
けなくてはならないことです。
　勉強することの面白さを少しでも
伝えられるような授業ができるよう
になること、また一人の人間として
成長することを目標に、生徒と共に
成長していきたいと思います。

　本年度より、母校・立正大学淞
南高校で英語を担当することになり
ました、中居みよと申します。高校
卒業後は、「わかる」「できる」とい
うことの面白さを一番に伝えること
のできる、小学校の先生を目指し
て教育大学で学びました。しかし、
高校時代、寮生活をしながら部活
動と勉強の両立をすることにより、
充実した時間を過ごしたという経験
や、当時接した先生方の姿に対す
るあこがれから、「母校に戻り、教
員として生徒と一緒に成長したい」
という思いが大きくなり、母校で教
鞭を執る道を選びました。

平成２８年度松江地区野球大会
結果　優勝

決勝 vs安来 7-3

準決勝 vs松江高専 8-0(7回コールド)

二回戦 vs松江北 7-0(7回コールド)

初戦 vs情報科学 2-0

全国制覇を目指して
さらなるレベルアップを!!

のなか、落ち
着いた試合運
びをした２年
生の三原さんが優勝を勝ち取りました。
　なお、試合結果は本校ホームページに掲
載していますので、ご覧ください（http://
www.shonangakuen-h.ed.jp）。
　今後は、国体に向けて個人のレベルをしっ
かりと上げ、今年も入賞できるように頑張
りますので、応援を賜りますよう、よろし
くお願いします。

個人戦で優勝を射止めた2年生
の三原さん

全員が力を合わせ
て好成績を収める
ことができました

平成29年度入試日程
願書受付期間：平成28年12月12日（月）～平成29年1月19日（木）
　　   試験日：平成29年  2月10日（金）
　　合格発表：平成29年  2月17日（金）
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第９回「おおたユニバーサル駅伝」
開催される！

100名を超える保護者の方たちが参加
「立正大学品川キャンパス見学会」を実施！

賞味。午後は、希望者で五反田池田山公園、
皇后美智子さまの住居跡などを散策しまし
た。今回の催しは、保護者の方にとても喜
んでいただけたようです。

5 月28日（土）、保護者全
体を対象に「立正大学品

川キャンパス見学会」が実施
されました。本校が馬込に移
転して４年目、品川キャンパ
スで学んだのは現在の高校2・
3年生だけとなりました。ほと
んどの保護者の方たちは品川
キャンパスを知らないという
状況のため、希望者を募集し
たところ、112名もの参加が
ありました。
　当日は、まず全員が大教室
に集合し、安藤師親会会長の
挨拶のあと、永井学長補佐か
ら、間もなく150周年を迎え
る学園の沿革についてお話を
伺いました。続いて、室井入
試センター部長から、大学の
入試システムと高校生として
必要な学習活動に関する詳細
な説明をしていただきました。
　その後、広報課、入試課の職員の方々、
および5人の大学生の案内で校内ツアーに出
発しました。図書館やキャリアサポートセ
ンターなどを見学した後、食堂でランチを

会に対応できるよう、早くから英語に対す
る意識を高める教育を目指そうというのが
その趣旨です。
　②は、文章を読んでそこから自分の意見
や考えをまとめ、表現する力、図表や統計グ
ラフなどを読み取り、解釈する力などを試
すものです。従来の入試のように知識や学
力だけを問うのではなく、日頃から自分で考
えていることを理路整然と記述できるかどう
かを試そうというのが導入のねらいです。
　今後、大学入試もセンター試験がなくな
り、単に知識偏重型の入試からの変革を迫
られているなか、中学という早い時期から
の入試も大きな転換期を迎えています。

本 校の中学入試科目は長い間、「国語・算数」の２科目型か、「国語・算数・
理科・社会」の４科目型で実施されてきま
した。しかし近年、時代の変化に伴い、多
くの学校で入試システムを多様化しようと
いう動きが見られます。そこで、本校でも
従来の科目型に加え、今年度入試から次の
ような科目設定を取り入れました。

　①は、中学入試に英語を導入しようとい
う新しい試みです。小学校から英語が必修
となっていることもあり、今日の国際化社

6 月5日、大田スタジアムで「おおたユ
ニバーサル駅伝」が開催され、開会式

では大田区松原区長が名誉会長として祝辞
を述べました。
　同駅伝は今回で第9回目を迎える伝統の大
会で、車椅子のお年寄りや身体に障がいを
持つ方たちも交え、年齢、性別、国籍を問
わず、さまざまな選手
が参加。5名で１チー
ムをつくり、合計28
チームの選手たちが1
人1区間（1キロ）を
走り、笑顔でタスキを
つなぎました。
　大会当日は、立正大
学の学生と付属中・高
校の生徒合わせて22
名がチームリーダーや
伴走サポーターを務め
ました。駅伝といって
も速さを競うのではな
く、「支え合う喜び」
を体験し、応援する
人々と一体感を楽しも
うというもので、会場

第９回「おおたユニバーサル駅伝」
開催される！

は笑顔と感動に包まれました。また、52年
前の東京オリンピックのメダリストや聖火
ランナーの方々も参加しました。
　この企画が2020年の東京パラリンピッ
クの種目につながる可能性もあります。来年
は第10回目の記念大会です。さらに輪が大
きく広がる大会になることを祈っています。

「少林寺拳法」
大田区民大会で2年連続優勝!!

数学嫌いにならないように
どんな質問にもわかるまで
丁寧に教える

論
理
的
に
考
え
、判
断
し
、
行
動
す
る
力
を
育
む

で、高校ではソフトボール部で県ベ
スト8まで進み、大学に入ってから
はサッカー部に所属。中・高・大学
時代のいずれの部でも、キャプテン
を務めました。人にはいろいろな考
え方や価値観があって、それぞれの
スポーツの中で人をまとめていく苦
労がありましたが、それが今の仕
事にとても役立っています。
　数学は論理的に筋道を立てて解
いていく学問です。「物事を多角的・
客観的に見つめ、今何をすることが
ベストなのかをよく考えて、行動に
移せる人間になってほしい」と生徒
には伝えています。

　大学卒業後、地元熊本の県立高
校で4年間勤務した後、縁あって本
校に奉職し、2年目になります。高
校2年生の担任、卓球部の顧問を務
めています。
　高校時代の数学の先生に影響さ
れて数学が好きになり、この道に進
みました。生徒が数学嫌いにならな
いように、どんな質問にもわかるまで
丁寧に教えるように努力しています。
　中学時代は水泳部で全国大会ま

中学入試が変わる！
英語試験と適性検査型入試を導入

父親と弟も優勝し、家族3人が優勝カップを
もらいました。そのことが今までで一番う
れしかったと言います。
　少林寺拳法は日本で生まれた武道。将来
は全国的に多くの人々に広めていくことが
佐々木さんの夢です。「現在は初段なので、
これからもっと上達できるように頑張って
いきます」と抱負を語ります。

佐 々木さんは現在、校外にある「東京洗
足池道院」で少林寺拳法を学んでい

ます。父親が習っていた影響もあり、本人は
中学1年から、弟は小学3年から始めました。
　少林寺拳法とは、自分の体と心を養いな
がら、自他ともに幸せに生きることを説く「教
え」と「技法」の上達を実践する、いわば「人
づくりの行」ともいえるスポーツです。佐々
木さんは、「心身の両面から自分を鍛えられ
るところが大きな魅力です」と話します。
　大田区民大会で2年連続優勝したことが、
大きな自信につながりました。また、その時、

 
 

 

さまざまな人たちが参加し
た「おおたユニバーサル駅
伝 」。車 椅 子 のお年 寄り
もサポーターに支えられて
ゴールイン

第1回 第2回 第4回 第5回第3回
午前入試 午後入試 2科4科選択入試 英国・英算入試 適性検査型入試 中高一貫6ヵ年特待入試

男女 計110名

2/4（土）8：50集合2/3（金）8：50集合2/2（木）8：50集合2/2（木）8：50集合2/2（木）8：50集合2/1（水）15：00集合2/1（水）8：50集合

2/1（水）14：30 2/1（水）20：30 2/2（木）14：30 2/2（木）14：30 2/2（木）14：30 2/3（金）14：30 2/4（土）16：00 2/7（火）14：30

2/7（火）8：50集合

募集人員

出願期間

合格発表

試 験 日

試験科目

男女 計20名 男女 計20名男女 計10名 男女 計20名 男女 計10名 男女 計10名

校内掲示およびホームページにて

インターネット出願（詳しくは生徒募集要項または本校ホームページをご確認ください）

英＋国
英＋算 選択 4科適性検査 Ⅰ・Ⅱ

1/20～2/3
9：00～17：00

1/20～2/2
9：00～17：00

1/20～2/1
9：00～17：00

1/20～1/31
9：00～17：00

1/20～2/6
9：00～17：00

2科
4科 選択2科

4科 選択 2科
4科 選択2科

4科 選択2科
4科 選択

※一般入試の学力試験は、「国・数・英」「国・社・英」「数・理・英」のいずれかを選択して受験

作文（50分・600字） 面接（個人） 学力試験（※） 面接（個人）

1/25～2/9
9：00～17：00

1/25～2/10
9：00～17：00

推薦入試 一般入試
進学クラス 特進クラス 第1回 第2回

男女 計70名 男女 計10名 男女 計60名 男女 計20名

2/11（祝）8：50集合2/10（金）8：50集合1/22（日）9：20集合

1/22（日）
14：00

2/10（金）
18：00 18：00

2/11（祝）

募集人員

出願期間

合格発表

試 験 日

試験科目

ホームページにて

インターネット出願

1/15～1/17
9：00～17：00

①「英語＋国語」または「英語＋算数」の
どちらかを選択する。
②適性検査型入試

中
学
入
試
要
項

高
校
入
試
要
項

平成29年度入試要項

優勝賞状とメダルを手
にして笑みがこぼれる
佐々木さん

当日は多くの保護者の方たちが参加。大学の担当者から話を聞いたり、
キャンパス内を見学したりしました

Miyu Sasaki
高校２年　

活躍する

佐々木 未悠さん

広がる笑顔と感動の輪

12News vol.134  2016年（平成28年）7月1日発行



　2016年度の公式戦（東
京都サッカートーナメン
ト）が始まり、5試合中2
試合がPK戦、さらに決勝
は延長戦という激戦の末、
見事優勝することができ
ました。
　今シーズン初の大会でこのような
好成績を残せたことの原動力となっ
たキープレーヤーを紹介します。1
人目は4年生の金子真之（地環・藤
枝明誠高）です。キャプ
テンとしてチーム全体を
引っ張り、プレーでは誰
よりも声を出してチーム
をまとめています。圧倒
的な存在感と持ち前の勝
負強さでチームの勝利に
欠かせない選手です。
　2人目は3年生の佐藤
悠輝（地環・修徳高）です。ムードメー
カーとして、試合前の緊迫した雰囲

気を持ち前の明るさでほぐしてくれ
ます。プレーではキレのあるドリブ
ルや、攻守で活躍できる運動量を生

かしてチームの勝利に貢
献しています。
　アミノバイタルカップ
関東大学サッカートーナ
メントへの出場が決まり、
全国大会出場（総理大臣
杯）を目指して日々練習
を行っています。また、
5月からは東京都大学

サッカーリーグ戦1部やインディペ
ンデンスリーグも開幕し、多くの試
合が行われています。ホームゲーム
もたくさんあるので、1人でも多く
の方に応援に来ていただきたいで
す。たくさんのご声援よろしくお願
いします。

　本学硬式野球部が加盟している東
都大学野球連盟の春季リーグ戦が、
4月4日から5月24日にかけての約
2カ月間、七つの球場を使って行わ
れました。
　今季は昨年から主力として活躍し
てきた選手が多く残り、開幕戦から
破竹の7連勝。しかし、優勝にはあと
一歩及ばず、2位（9勝2敗・勝ち点4）
と悔やまれる結果に終わりました。
　とはいえ、秋季リーグ戦での優勝
に向けて多くの可能性を残すことも

できました。打撃部門では皆川（法4・
学法石川高）が首位打者を獲得。ま
た、タイトル獲得とはなりませんで
したが、4試合を投げたエースの黒
木（法4・橘学苑高）は4戦4勝、2
完投、奪三振34、防御率0.78と、
素晴らしい成績を残し、投手部門1
位に輝きました。
　今季は優勝に届きませんでした
が、来季こそは2部優勝、そして1部
復帰を果たせるよう、これから迎え
る夏季合宿をよりよいものにします。
引き続き熱い応援をよろしくお願い
いたします。

サッカー部

オリンピックイヤーに奮起する3クラブ
秋シーズンでの活躍を誓う
　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブと
しています。ぜひ応援にいきましょう!

硬式野球部 投打の主軸が大活躍投打の主軸が大活躍

シーズン最初の大会で
見事優勝！
シーズン最初の大会で
見事優勝！

黒木優太投手からの
メッセージ（法４・橘学苑高）

　開幕7連勝と破竹の勢いで勝ち進んだ
のですが、あと一歩のところで優勝を逃
し、あらためて勝負の世界の厳しさを肌
身で感じることのできたリーグ戦でした。
この夏の目標は、リーグ戦の終盤になっ
ても疲れない頑健な体をつくること。秋
のリーグ戦での優勝、さらには1部復帰
という大きな目標に向かって日々精進し
続けます。

サッカー部
東京都大学サッカーリーグ戦１部（前期）

（2016年6月19日現在）

順位 大学名 勝敗 勝ち点

① 日本大 ６勝１敗１分 19

② 東京経済大 ６勝２敗０分 １8

③ 山梨学院大 ５勝３敗０分 １5

④ 立正大 ４勝２敗２分 １４

⑤ 立教大 ４勝２敗２分 １4

⑥ 帝京大 ３勝４敗１分 10

⑦ 國學院大 ３勝４敗１分 10

⑧ 亜細亜大 ２勝５敗１分 ７

⑨ 大東文化大 ２勝６敗０分 ６

⑩ 東京大 １勝７敗０分 ３

　女子ラグビーの国内大会では最大
規模である「太陽生命ウィメンズセ
ブンズシリーズ2016」の全4戦が、
4月から6月にかけて開催されまし
た。
　本学からは女子部員14名から選
抜されたメンバー8名がARUKAS
熊谷と共に、シリーズ優勝に向けて、
また年間チャンピオンになるために、
力を振り絞って戦ってきました。
　結果は以下のとおりです。

　以上、主力選手を全日本に派遣し
て欠く中、残るメンバーが全力で
戦ったのですが、残念ながら目標を
達成することはできませんでした。
　2014、2015年と連覇しました

が、他チームのレベルも上がってき
ており、勝つことの難しさを感じた
シリーズでした。
　来年は年間チャンピオンの座を奪
い返します。そのために今から日々
の鍛錬に励んでいきます。今後とも
応援をよろしくお願いいたします。

ラグビー部 女 

子
惜しくも2位。
来年は再びチャンピオンに
惜しくも2位。
来年は再びチャンピオンに

男 子 オープン戦で好発進オープン戦で好発進
　5月1日から各大学の新チームに
よるオープン戦が始まりました。初
戦は関東大学対抗戦の立教大を相手
に、59－24で快勝。ゴールデンウ

イークには関東社会人リーグ1部に
所属する習志野自衛隊と合同練習を
行い、自衛隊の球際の厳しさを勉強
させていただき、切磋琢磨しながら
貴重な練習ができました。
　大事な春シーズンに「ディフェン
スで勝つ」チームを作り、夏の
菅平合宿で鍛え上げ、本番の
秋シーズンでいい結果を得る
ために、一丸となって精進し
ます。今年こそ積年の目標で
ある1部リーグ復帰を果たせるよ

う頑張ります。
　皆様のご支援、ご声援をよろしく
お願いいたします。

　今泉仁（社福・男鹿工業）は1年
生ながらスタンドオフとして立教大
戦に出場しました。ゲームメーカーと
しての今後の活躍にご期待ください。

T O P I C S

ライン際を独走。見えてい
るのはゴールラインのみ

チームの勝利に欠かせ
ないキャプテン・金子真
之（地環４・藤枝明誠高）

立正大学イレブン

硬式野球部
2016東都２部春季リーグ

順位 大学名 勝敗 勝率 勝ち点

① 青学大 １０勝４敗 ７割１分４厘 5

② 立正大 ９勝２敗 ８割１分８厘 4

③ 駒澤大 ５勝７敗 ４割１分７厘 2

③ 拓殖大 ５勝７敗 ４割１分７厘 2

⑤ 東農大 ４勝７敗 ３割６分４厘 2

⑥ 国士大 ４勝１０敗 ２割８分６厘 0

年間順位

2位 （1位は日体大）
第1戦 保土ヶ谷大会 優勝
第2戦 秋田大会 4位
第3戦 東京大会 5位
第4戦 富士裾野大会 3位

首位 打者の 栄
冠 に輝 いた 皆
川仁外野手（法
4・学法石川高）

投手部門1位の黒木優
太投手（法4・橘学苑高）

気迫あふれるプレーが魅
力の薮内あゆみ（社福2）

●女子ラグビー
　リオデジャネイロ オリンピック
　派遣手続者一覧（本学関係者）
No. 氏 名 所 属
1 大黒田 裕芽 社会福祉学部4年
2 山中 美緒 社会福祉学部3年
3 藪内 あゆみ 社会福祉学部2年
4 黒川 碧 社会福祉学部1年

5 鈴木 陽子
社会福祉学部
H28.3卒

（熊谷市役所）

6 三樹 加奈
社会福祉学部
H27.3卒

（埼玉縣信用金庫）

7 桑井 亜乃
社会福祉学研究科
H27.3修了

（株式会社八木橋）

8 鈴木 彩香
社会福祉学研究科
H26.3修了

（立正大学職員）

1年生ながら突破
力に定評のある
黒川碧（社福）

得点後はこの笑顔。喜びがはじけます
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　すでに卒業した方で、Office365のアカ
ウントをお持ちでない場合は校友課にお申
し込みください。
　２年生以上の在学生で、学
籍番号@ris.ac.jp（RisWebメー
ル）をまだ利用している方は、
2017年3月末までに必要なメールのバック
アップをして、Office365への移行を終え
てください。
　Office365には便利に使える機能がたく
さんあります。詳しくは情報環境基盤セン
ターホームページ「りす＠ねっと」（http://
www.ris.ac.jp/system/index.html）をご
覧ください。

走り出せば自然と笑顔に

 新たな学内情報ツール 生涯メール「Office365」の利用について

　4月10日、今年も立正大学ラグ
ビーフェスティバルが開催されまし
た。同フェスティバルの目的は熊谷
市民へのラグビーの普及とラグビー
を通じた交流、およびジュニア指導
による学生の社会貢献と人間的成長
です。ジュニアからシニアまでの幅
広い世代のラガーマン・ラガーウー
マンと、自治体、地元団体、地域企
業の共催・協賛・後援に支えられて
9回目を迎えました。
　この日は天候にも恵まれ、400名

　2015年4月から学生・教員・職員用の生
涯メールとして、「Office365」の利用を開
始しました。このOffice365ではメールや
予定表、ブラウザ上でのOffice製品の利用
など、多様なサービスを受けることができ
ます。さらに、ファイルを共有して複数人
で同時に編集できる機能など、新たなサー
ビスが随時、追加提供されていく予定です。
　スマホやタブレットでOffice365を利用
する際は、App store・Google Play Store
からMicrosoftのOWAアプリをインストー
ルしてください（メール・予定表・連絡先の
み利用可）。卒業後はメールと予定表のみ引
き続き利用することができます。

ものラグビー関係者が
参加しました。スクー
ル生やラグビーを行っ
ている中学生を対象と
したラグビースクール
では、本学ラグビー部
員が指導を提 供。ス
クール生はその指導を
受け、技術の向上を目
指しました。
　また、シニアを中心
とした試合は年齢を感
じさせない力強い展開
となり、会場は大いに
盛り上がりました。
　2019年 に は ラ グ
ビーワールドカップの
開催地となることが決まり、ますま
す盛り上がっている熊谷市。市民の
皆さまと共に、歓迎ムードを作り上
げる良い機会となりました。

この中から将来の日本ラグビー界を背
負う人材が輩出するかも

往年のステップの片鱗を見せるオールドラ
ガーマン

9回目の今年は400名が参加
熊谷で本学主催の   ラグビーフェスティバル

　第9回おおたユニバーサル駅伝大
会（P12でも紹介）に、本学からは
過去最多の18名が各チームの選手
を束ねるチームリーダーとして参加
しました。
　「私のチームは幼稚園児、小学生、
シニア、聴覚障がい者、伴走サポー
ターがそれぞれ1名ずつ、さらに大
学生1名と私がチームリーダーとして
参加しました。世代が違うため、最
初はお互いに緊張してコミュニケー
ションを図るのもぎこちない感じで
したが、次第に心と体で気持ちを通
じ合うことができました」と、初参
加の経営学部3年の鈴木雄太くん。
　連続参加の文学部哲学科4年の關

翔太くんは「毎年顔を合わせてあい
さつを交わすだけでも、互いを思う
気持ちが通じ、人生が広がった感じ
がします」とこれまでの体験を振り
返ります。
　当日は駅伝のほかにも三角ベー
スやブラインドサッカーなども行わ
れました。誰もが一緒に楽しめるス
ポーツを通して、普段は味わえない
貴重な体験ができました。

熊本地震募金活動を実施

ユニバーサル駅伝・ボランティア体験報告品川 で、熊谷 で。
ラグビー部 も、モラりす も

　品川・熊谷両キャンパスの学生た
ちが、熊本地震で被災された方を支
援するための募金活動を実施しまし
た。熊谷ではラグビー部、ボランティ
ア活動推進センター (通称ボラセン)
が、品川ではRISカフェの学生有志
が、キャンパス内や熊谷駅、八木橋
百貨店（熊谷市）などで募金を呼び
かけ、寄せられた義援金の総額は
374,971円（6月10日現在）とな
りました。
　参加したボラセンの篠塚亮兵さん

（社会福祉学部社会福祉学科3年）
は「テレビで熊本の様子が中継され
ているのを見て、何かしたいという
思いから募金活動を行いました。熊
本出身の学生も飛び入りで参加する
など、多くの方にご支援、ご協力い
ただき、うれしく思います」と話し
ます。
　ここであらためて、被災された皆
さまに衷心よりお見舞い申し上げま
す。また、一刻も早い復旧・復興を

お祈り申し上げます。

各団体の募金活動報告
◆ラグビー部◆
　熊谷キャンパス内で2日間、八木
橋百貨店で2日間、計4日間にわたり、
募金活動を行いました。義援金
105,033円は被災地を支援する公
益社団法人「CIVIC FORCE」に寄
付しました。

◆ボランティア活動推進センター◆
　アカデミックキューブ前で4日間
にわたり、昼休みに募金を呼びかけ
たほか、4月26日と28日の夕方には

熊谷駅の南口・北口で実施。義援金
151,246円は東日本大震災のときに
ご縁のできた「一般社団法人OPEN 
JAPAN」にお送りしました。

◆品川キャンパス学生有志◆　

　4月22日の昼休みと3時限目に学
内 を 回り、学 生・
教職員に募金を呼
びかけました。義
援金118,692円は
日本赤十字社を通
じて被災地に届け
られます。

4月10日

編 集 後 記

八木橋百貨店にて。左／島野佑馬（社福4
年）、右／小筆誠也主将（社福4年）

学生有志にモラりすも加わりました

熊谷駅前では勤め帰り、買い物帰りの方にご
協力いただきました

未来の日本代表がこの中に !?

互いの違いを認め合って
交流する素晴らしさを実感

　大学1年生のときからNPO法人「Youth 
for 3.11」に所属する武井裕典さん。今年度
からはこの団体の学生代表として活動してい
ます。
　「Youth for 3.11」は2011年、東日本大震
災が発生したことを機に、学生によって設立
されたNPO法人です。「力になりたい」と考え
る学生にとって参加しやすいプログラムを企
画し、これまでに18,186人（6月14日現在）の
ボランティアを被災地へ送り出してきました。
　責任ある学生代表という役職を務めるにあ
たって、団体の方向性を見失ってしまわない
よう注意している武井さん。「運営するからに

は、数字に着目したマーケティング戦略も必
要。でも、それによって“被災地復興の力に
なる”という目的を見失わないよう、現地型
である自分の立場を生かしたい」といいます。
　彼がこの活動でやりがいを感じるのは、“参
加学生の変化が見えたとき”。参加を希望す
る学生全員が被災地復興への強い意識を持っ
ているとは限らず、「何となく」「一度行って
みたいから」という軽い理由で訪れる学生も
多くいます。そうした理由で参加した学生が
活動を振り返ったとき、被災地に対する数々
の思いを熱く語ることがあるのだそうです。
　「参加者の成長した姿を見たとき、被災地

と学生をつなぐことができてよかったと感じ
ます」と笑顔で語っていました。
　興味や関心を持つことがありながら、一歩
を踏み出せないままでいることはもったいな
い。そのきっかけの一つとして、ボランティ
アを活用してみてはいかがでしょうか。

 岩戸あすか 文学部哲学科3年

キラリ　モラリスト×エキスパート
学生と被災地をつなぐ。中間派遣団体 学生代表の思い

「参加した学生の成長した姿を見るのが楽しみです」
武井 裕典さん（心理学部臨床心理学科3年）

昨春、岩手県大槌町で、NPO
法人「遠野まごころネット」のお
手伝いをしたときの 1コマ

◆おおたユニバーサル駅伝を取材しました。普段は障
がいのある方と接する機会がないため、最初は緊張
や不安がありましたが、ハンディキャップを背負いなが
らも、それを感じさせないぐらいに活発な方ばかりだっ
たので、次第に楽しく会話ができるようになりました。

（鈴木雄太 経営学部3年）
◆初めて新聞制作に携わってみて、数ある情報の中
から「取捨選択」することの難しさを感じました。短い
文章で「わかりやすく伝える」ためにはどうしたらよいか。
先輩の力を借りながら学んでいきたいと思います。

（菅沼直樹 文学部社会学科1年）
◆原稿を依頼に行ったり、書いたりすることは今回が
初めて。戸惑う部分やわからない点は先輩方に助け
ていただき、何とか記事を完成させることができまし
た！　大変なこともありましたが、達成感があり、充実
した経験になりました。

（柏倉理子 文学部社会学科1年）
◆先輩方を対象としたアンケート調査では、早い時期
から夏について意識できてよかったです。ところで、1
年生のRISカフェメンバーを随時募集しています。興
味を持ってくださった方は火・金の昼にりるぽーとで行
われているミーティングにいらしてください!!

（白鳥祐里子 経営学部1年）

◆今年度から、新入生を含めて7人の学生がRISカフェ
に仲間入り。一層にぎやかになったためか、昨年より
もさらに充実した学生生活を送れているように感じま
す。後期の活動も、メンバーみんなで仲良く頑張って
いきたいです！！（岩戸あすか 文学部哲学科3年）
◆3年生になり、自分が携わることのできる残り時間
の少なさを実感しています。メンバーの手作りお菓子
に舌鼓を打ちながら、今後も頑張っていきたいです。
鎌倉ツアー企画では歴史好きとして夢のツアー実現を
目指し、無事に成功できるよう日々 邁進していきます。

（星美槻 文学部文学科日本語日本文学専攻コース3年）
◆今号から学生記者に新入生が加わりました。その
おかげで非常に活気づいた2カ月だったと思います。
今回、国際交流の取材を初めて経験しましたが、留
学生の方の日本語がとても流暢でただただ驚かされま
した。次号に向けて早くも活動したいとそわそわしてい
ます。（高橋舞 文学部社会学科3年）
◆史学科では博物館や美術館に足を運ぶことをよく
教授から勧められます。無料で入れるのはお得感満
載でうれしいです。国立科学博物館は好きな博物館
の一つで、剥製や化石はいつまで見ていても飽きませ
ん。今回も恐竜の化石をじっくり眺めてきました。

（西郡萌 文学部史学科3年）

Youth for 3.11
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　梅雨明けはもう間もなく。この夏のプランはもう決めましたか？　まだという人はぜひ
このページを参考にしてください。多彩なメニューを用意しつつ、先輩の成功談・失敗談・
アドバイスも盛り込んだので、きっと充実した夏になるはずです。

「パートナーシップ協定制度」を利用して
国立科学博物館に行ってきました！

特集 この夏のおススメ過ごし方

「東京のすぐそば秘境ツアー」

「京都シンデレラツアー」

「西伊豆・堂ヶ島ツアー」 

　大学生ならではの夏を体験しようと、浜松町の竹芝桟橋からフェリーに乗って一晩。ドキドキし
ながら揺れる桟橋を乗り越えると、映画『ジュラシック・ワールド』のような島が出現し、頭の中
であの有名なテーマソングが流れ始めました。八丈島。そこは東京のすぐそばにある秘境。
　磯の香りを感じつつ、壮大な八丈富士に挑みます。山頂までは階段で一本道なので、迷わず、休
憩もしやすい。しかし、階段を上りきるとそこは別世界！ まるで雲海の上を歩いているような不
思議な感覚を体験できます。
　続いて、大自然映画から一気にホラー映画『シャイニング』の世界へ。葉鳴りと海鳴りの音だけが古
いコンクリートに響く。廃墟となったホテルは眺めているだけで胸騒ぎを覚えるほど。島の方によると、町役場で前もって申請
すれば、立ち入り禁止区域の先まで行けるとのこと。心臓が弱い方にはお勧めしません……。
　最後は黒砂砂丘！ 看板を頼りに森を進むと、次第に足元が砂に。森を抜ければ、一面が真っ黒で、隕石でも落ちたかのように
えぐれた崖が目の前に現れます。まるで月面の風景！ 迎えてくれた夕日のまぶしさが忘れられない夏の思い出になりました。こ
んな夏、今しか味わえない!!

　私たち旅行研究部がご紹介するのは、「京都シンデレラツアー」です。
ルート

　京都駅▶北野天満宮▶金閣寺▶下鴨神社▶河合神社▶清水寺▶京都駅
オススメの穴場スポット
下鴨神社

　 京都に来たらまずはここ！　世界遺産にも登録された下鴨神社には「糺の森（ただすのもり）」
という縁結び・美麗祈願で有名なパワースポットがあります。

河合神社

　 ここも美麗祈願で有名！　本殿には神武天皇の母であり、玉のように美しいといわれた「玉依姫命（たまよりひめのみこと）」
が祭られています。鏡の形をした鏡絵馬があり、自分の化粧道具を使って化粧することで、美麗祈願をします。

松富や壽（まつとみやことぶき）

　 京料理食べ放題！　昔から京都の家庭で食べられてきた和食惣菜「おばんざい」を日替わりメニューで食べることができます。
旅庵花月

　 一日中歩き回った後は、地下鉄四条駅から徒歩5分の宿へ。ハイシーズンはなかなか泊まれない宿ですが、食事も充実！朝夕２
食付きで18,000円より宿泊できます。

　ユースホステルクラブの活動といえば、ユースホステルに泊まり、観光することですが、今回は
誰でも気軽に利用できる「コテージ」での旅行をご紹介。私たちが一昨年、実際に行ったプランです。
　20人ほどの夏旅行は西伊豆にある堂ヶ島でのクルージングから始まりました。天気は快晴で、海
から富士山を眺めながら、青の洞窟「天窓洞」に向かいます。天窓洞は凝灰岩でできた海蝕洞窟で、
名称のとおり抜け落ちた天井から洞窟内に光が差し込んで幻想的な空間となっていました。
　大人数での宿泊なのでコテージを使いました。昼は海水浴、夕食はバーベキュー、夜は花火と多く
のイベントを楽しむことができました。翌朝、近くの遊歩道を散歩すると、海から吹く風で夏の暑さが
吹き飛びます。
　帰りは沼津港深海水族館に立ち寄り、「海」とかかわる一日を過ごすことができました。1泊2日の旅
行でも、仲間たちと企画し実行することで、充実した夏休みになることでしょう。

　本学の学生なら学生証を提示すれば無料で入場でき
る。そんな「パートナーシップ協定制度」をご存じです
か？
　上野駅「公園口」から徒歩5分の国立科学博物館。恐竜・
動物の化石をはじめ、多数の剥製、宇宙開発の機器、日
本列島の歴史に関する貴重な資料などが多数収集されて
おり、常設展だけでも満足できるボリュームです。
　私がお勧めする展示は「地球館」地下2階の「地球環
境の変動と生物の進化」。迫力ある化石展示からは歴史
のロマンが感じられます。入場してすぐのところにある
カウンターでは、音声ガイド・ICカードを借りることが
できます。詳しい解説付きの観覧で、有意義な時間を過
ごせること間違いなし。特別展示も割引価格で入場でき
るため、有効に活用してほしいです。

 西郡萌 文学部史学科3年

【国立科学博物館】利用案内
常設展は無料。特別展は620円引き。

以下の施設も無料で入場できます
◆江戸東京博物館（常設展）
◆江戸東京たてもの園（常設展・企画展）
◆東京都現代美術館（常設展）
◆東京都写真美術館（収蔵・映像展）
◆東京都庭園美術館（庭園）

①光 則 寺／ 日蓮聖人の高弟、日朗聖人が監禁された土牢が残る。
②長 勝 寺／ 日蓮聖人が鎌倉に来て最初に結んだ三つの庵のうちの一つ。
③安国論寺／日蓮聖人が鎌倉に来て最初に結んだ三つの庵のうちの一つ。
④妙 法 寺／日蓮聖人が鎌倉に来て最初に結んだ三つの庵のうちの一つ。苔が美しい。
⑤常 栄 寺／ 処刑前の最後の供養にと、尼がぼたもちを差し出し、日蓮聖人を救ったため、

「ぼたもち寺」と呼ばれている。
⑥本 覚 寺／日蓮聖人の分骨あり。東身延と呼ばれる。
⑦妙 本 寺／ 比企大学三郎能本が日蓮聖人のためにお

堂を建てたのが始まりといわれる。
⑧妙 隆 寺／ 鍋かむりで知られる日親聖人ゆかりの

寺。日蓮聖人辻説法跡の近くにある。
⑨薬 王 寺／ 荒行を終えた日像聖人が療養場所を求め

てたどりついた。

鎌倉にはほかにも多くの日蓮宗のお寺があります。

美麗祈願後の女子たちプラスアル
ファ

写真中央が「天窓洞」への入り

口です

八丈富士からの眺め。達成感も味わえます

鎌倉鎌倉

和田塚
由比ケ浜

鎌倉大仏殿
高徳院
◆

　◆
鶴岡八幡宮

◆辻説法跡
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妙本寺二天門

本学学生が企画！

　日蓮聖人ゆかりの地・鎌倉を巡り、その教えを身近に感じることを目
的とした旅行を本学学生が企画しました。立正大学の建学の精神である
「立正精神」のふるさとのお寺を一緒に訪ねてみませんか？

鎌倉ツアー、参加者募集！！！
日蓮聖人の教えを身近に感じよう

鎌倉ツアー概要
日 時  2016年9月1日（木）

　 集合9:30  JR鎌倉駅　　解散16:00  鶴岡八幡宮
コ ー ス

　 妙本寺・安国論寺・妙法寺・常栄寺・鶴岡八幡宮・
RUKcafé　ほかを予定
費 用

　 現地までの交通費と参拝料は自己負担
　 妙法寺／中学生以上300円、鶴岡八幡宮／大人200円

募集人員  15人
対 象  立正大学在学生・鎌倉の地域の方々

お問い合わせ  学長室広報課（品川キャンパス8号館2階）
　 TEL：03-3492-5250

申込方法

　 学籍番号・氏名・連絡先TEL・メールアドレスを記入
して、pln@ris.ac.jpへメール。または広報課窓口へ
お越しください。
締め切り

　 8月3日（水）。ただし、定員になり次第、締め切りま
す。
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部活・サークル合宿、委員会活動

　１年生にとっては大学生活で初めての夏休みがもうじきやってきます。で
も、「どう過ごせばよいかわからない」「このままでは何もせずに夏休みが終
わってしまいそう……」という不安の声も。そこで、２～４年生31名に、夏
休みの過ごし方について「やってよかったこと」と「やっておけばよかった
こと」の２点について尋ねました。

どうする!? 初めての夏休み

夏休みに「やってよかったこと」
「やっておけばよかったこと」

　最も多かったのは「部活・サークル合宿、委
員会活動」。長野県でのテニスサークルの夏合
宿（3泊4日）に参加した3年生は、普段の活
動にはない楽しさを実感したそうです。「みん
なといる時間が長いから、それまであまり話し
たことがない人たちとも、テニスを通じて仲良
くなれました」といいます。大学の友だちと親
交を深めるのは夏休みだからこそできることで
はないでしょうか。
　次に多かったのは「旅行」でした。「自分た
ちで計画を立てたことがよい経験になった」「休
みが長いから、普段は行けないような所に出か
け、さまざまなことが体験できた」など、旅の
魅力を実感する意見が多くありました。
　この夏、どこかに旅しようと考えている人は、
このページの鎌倉日帰り探訪ツアーの案内や、
夏休み旅行のアドバイス記事をぜひ参考にして
ください！

　一番多かったのは「資格取得」でした。「せっ
かくの長期休暇、資格を取得しておけばよかった
と後悔している」など、進路を考え始めた先輩か
ら焦りの声も。TOEIC対策をした、合宿で運転免
許を取得したという方もいました。１年生のうち
から早めの行動をとることがベストのようです。
　続いて「旅行」をしなかったことを後悔した人
も多いことがわかりました。４年生からは「いろ
いろな土地に足を運んで、知らない空気を吸って
みたかった」「もっと日本のことを知ることので
きる経験がしたかった」という回答がありました。

 柏倉理子 文学部社会学科1年
　白鳥祐里子 経営学部1年

「やってよかったこと」は？

「やっておけばよかったこと」は？

先輩アンケート

こんな旅、あんな旅
旅の達人たちが提案する

いかがでしたか。今回の記事は１年生が担当しましたが、調査を進
めるうちに大学生の夏休みが具体的に想像できて、夏休みがより楽
しみになりました。皆さんもぜひこの記事を参考にして、すてきな
夏休みをお過ごしください。

探検部Presents

ユースホステルクラブPresents

旅行研究部Presents

鎌倉の
日蓮宗の
主なお寺
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　熊谷市妻沼地区のまちおこしの一環として、地元の方から「新たな観光資源を発掘し、
その情報を載せてほしい」という要望がありました。作成に当たり、何度もまちを歩いて
いるうちに、妻沼地区のローカルな風景そのものが観光資源になるのではないかと考え、
その風景を絵にしてマップに載せました。
　地元の方からは「妻沼らしさがよく出ているマップだ」と、おほめの言葉をいただきま
した。また、このマップを実際に道の駅「めぬま」で配布したところ、観光で訪れた方が「お
かげで効率良く回ることができた」という声をかけてくださいました。
　この経験を通して、問題を見つけ、新しい視点からものを作り上げていくことの大切さ

が学べました。

　現地調査として川に赴き、2カ月ごとに定点での水質・生物調
査のほか、水路網・水塚のマッピング、妻沼で行われていた漁
や生息する生物などに関しての聞き取りを漁協で行いました。
調査に当たっては、雨が降ってしまうと水質に影響が出てしま
うため、雨が降りそうな日はいつもよりスピードを速めるなど、
苦慮することもありました。しかし、無事に発行されて多くの
方々にわたったことや活動を報告する機会に恵まれたことはう
れしかったです。

　また、国土交通省主催の「道の駅と大学 連携成果発表交流会」
に参加した際、他大学の発表を聞くことができましたが、私た
ち以外に自然に重点を置いているグループはありませんでした。
人文的な観光資源は発掘が進んでいるものの、自然的な観光資
源については多くが未開拓であるように感じました。
　私たちが作成したパンフレットはその自然に重きを置いてい
るため、いつもとは違った視点で妻沼という地域を見ることが
できるかもしれません。

　全国有数の暑さで知られる熊谷市で、子どもたちに熱中症予防を
訴えようと、本学の学生が保育所などを回り、啓発活動を行ってい
ます。この活動は熊谷市から協力を依頼されて始まりました。以下、
参加した学生の体験記です。
　「今回、社会福祉学部子ども教育福祉学科の基礎ゼミⅡDの履修者
が中心となり、熊谷市暑さ対策事業『暑さに強い子“かんげき”！事業』
に参加しました。幼いころから熱中症に対する予防習慣を身につけ
ることを目的に、熊谷市にある公立保育所と施設13カ所の園児を対
象に劇を上演しました。
　私たちゼミ生21名は、幼児でも行える熱中症予防を伝えることをね
らいとして、四つのグループに分かれました。まずは熱中症の危険性
と対策について子どもたちにどう伝えるか、昨年10月ごろから調査を
手始めに取り組んできました。また、劇に関しては各グループで話し

　2017年、熊谷キャンパスは開設50周年を迎えま
す。また、熊谷キャンパスに設置されている社会福
祉学部は2016年に、地球環境科学部は2018年に、
それぞれ創設20周年を迎えます。
　熊谷キャンパスは熊谷市民の皆さまをはじめ、地
域の皆さまとの協力・連携の上に成り立っています。
大学での学びや研究、学生たちの成長は、地域の皆
さまに支えていただいています。一方、本学自身も
教育・学術研究・スポーツ・ボランティア活動や課
外活動、そして有為な人材の輩出といったさまざま
なかたちで地域社会に還元してまいりました。
　このアニバーサリーロゴを通して、こうした活動
を続けてこられたことを地域社会の皆さまに「感謝」
の気持ちを込めてご報告するとともに、これからさ
らに、社会的存在としての立正大学であり続けるこ
とをお約束します。

編集／立正大学広報課新聞編集係　電話／03（3492）5250　ホームページ／ http://www.ris.ac.jp/
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幼児を相手に熱中症予防熱中症予防  の劇を上演 熊谷市委託熊谷市委託

「暑さに強い子“かんげき”！事業」に参加

合い、紙芝居、ペープサート、寸劇を上演することに決めました。
　私のグループが取り組んだのは寸劇です。メンバーそれぞれ劇に
対して違った価値観を持つなど、一から物語を考え、台本を作るのは
とても大変でした。始めたころはたくさんの苦労がありましたが、一

人ひとりがイメージを膨らませて、園児に楽しんでもらえる、
わかってもらえる劇にしようと、みんなが同じ目標を共有し
たあたりからうまく進み始めました。一致協力した結果、良
い作品に仕上がったように思います。
　実際に寸劇を子どもたちに上演すると、楽しそうに笑顔で
見てくれたり、熱中症予防の方法を理解しようとしているよう
に感じられたりするなど、大きな達成感を味わいました。
　子どもたちには『水を小まめに飲む』『帽子をかぶる』など
の予防法を実践してもらい、熱中症にならないよう外で元気に
遊んでほしいと思っています」

「妻沼」地区と 地域連携活動

の学生が

観光マップを作成

地球環境科学部の学生が

観光マップを作成

▲  さいたま新都心合同庁舎で
行われた成果発表交流会

▲  足で稼いで良質の情報を収集

　3月25日、地球環境科学部片柳勉ゼミ、鈴木重雄特任講師をはじめとする妻沼の自然勉強会と道
の駅「めぬま」との連携企画による成果報告、ならびにこの連携企画により作成した観光マップ「妻
沼観光案内図」「めぬま自然発見」の贈呈式が熊谷市役所で行われ、富岡清市長から感謝状をいた
だきました。
　このパンフレットは地域連携活動の一環として、めぬま商人（あきんど）会、くまがや市商工会
妻沼支所協力の下、学生による現地調査や地元の方へのインタビューを通じて完成させたものです。
地域で学ぶことの重要性をもとに、2012年度から「観光まちづくりへの貢献」をテーマとして妻
沼地区での地域連携を進めるという取り組みにより、昨年度の道の駅「めぬま」との連携につなが
りました。
　パンフレットは道の駅「めぬま」をはじめ、熊谷市役所、熊谷キャンパスの研究推進・地域連携
課で入手できます。妻沼へご観光の際は「妻沼観光案内図」「めぬま自然発見」をご活用ください。

▲  地道な作業が実を結ぶ

▲  子どもたちに訴求
力のある劇をバラ
エティ豊かに上演

柏木裕太・稲葉裕哉 地球環境科学部地理学科4年

飯山和也・長谷川樹生・望月奏岐 地球環境科学部地理学科3年

清水龍平 社会福祉学部子ども教育福祉学科3年

妻 沼 観 光 案
内 図

 作成に参加して

自然に重きを置いたパンフレットを作成

 問
題を見つけ、

　　 新しい視点からものを作る

▲  大きな達成感を味わったからでしょう。
笑顔がはじけます

▲  メディアの取材に対応
するという貴重な経験も

▲  妻沼観光の必携のパンフレット

▲

    妻沼の河川
にスポットを

め ぬ ま 自 然
発 見

 作成に参加して

熊谷キャンパス   

をご紹介します！

アア二二 ババーー ササリリ ーーロロゴゴ

◀ RIS カフェメンバーに
よるブログ公開中！

学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの参加をお待ちし
ています。品川キャンパス8 号館 2 階の広報課に直接来室するか、
こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp
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